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　群馬県前橋市は、関東平野の北西端に位置し水と緑に恵まれた人口28万余を

擁する県都であります。市の歴史は大変古く、初めてこの地に人々が住み始め

たのは、今から2万年以上も前の旧石器時代であるということが分かっており

ます。前橋の地は、永い歴史の中で古代においては「東国の奈良」、近世にお

いては「関東の華」と称され、さらに江戸時代末期から明治・大正時代にかけ

ては日本の生糸貿易を支える養蚕製糸業の中心地として発展した歴史の薫り高

い街であります。

　特に、大屋敷遺跡が所在する総社地区は、古代上野国の中心地域であり、国

指定史跡宝塔山古墳・蛇穴山古墳を始めとする歴史遺産の豊富な地区として知

られております。

　近年、都市基盤整備の必要性が高まり、この地区にも土地区画整理が実施さ

れることになりました。歴史的に重要な地区となっているため、前橋市教育委

員会で、埋蔵文化財確認調査依頼に基づき調査を実施しましたところ、平安時

代の住居肚が確認されました。そこで、遺跡の取り扱いにっいて協議しました

が、現状での保存は難しいということで、平成4年度よ1り道路部分を中心に発

掘調査を実施することとなりました。

　本年度の調査は、土地区画整理予定地南西部の限られた範囲1165㎡でありま

したが、住居趾27軒・溝趾2条・井戸玩1基等が検出され、地域史を解明する

貴重な資料を得ることができました。

　最後になりましたが、このたびの調査では前橋市大屋敷地区土地区画整理組

合の方々、前橋市都市計画課の担当者及び隣接住民の方々、さらに発掘調査・

整理作業に従事していただきました作業員の方々の深い御理解と御協力を得ま

したことに心より御礼申し上げます。

　本報告書が総社地区の歴史を解明していく上で、少しでも参考になれば幸い

に存じます。

平成5年3月

前橋市埋蔵文化財発掘調査団

団　長　　有　坂　　　淳



　　　　　　　　例　　　言
　　　　　　　　　　　　　　おおやしきいせき1．本報告書は、前橋市大屋敷地区土地区画整理事業に伴う大屋敷遺跡発掘調査報告書である。

2．遺跡は、群馬県前橋市総社町大字総社1937番地ほかに所在する。

3、調査は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団　団長　有坂　淳が前橋市大屋敷地区土地区画整理組

　合　代表者　大山栄一と委託契約を締結し実施した。

　調査担当および調査期間は以下の通りである。

　発掘・整理担当者　　狩野吉弘・大山知久（前橋市埋蔵文化財発掘調査団調査係）

　発掘調査期間　平成4年8月3日～平成4年11月30日
　整理・報告書作成期問　　平成4年12月2日～平成5年3月25日

4．本書の原稿執筆・編集は狩野・大山が行った。整理作業をはじめ図版作成には、石原義夫・
　ノメズ
　岩木賢一・岩木　操・大田一郎・岸フクエ・住谷文彦・渡木秋子・富沢清八・湯浅道子・湯

　浅政夫・湯浅たま江・湯浅有紀の協力があった。

5．下記の専門的分野については、次の機関ならびに方々のお世話になった。（敬称略）

　地質・地形調査：難古環境研究所　　　石器・石材鑑定：飯島静男

　瓦鑑定：木津博明（駅群馬県埋蔵文化財調査事業団）

6．発掘調査で出土した遺物は、当調査団より前橋市教育委員会に保管責任を依頼し、前橋市教

　育委員会文化財保護課で保管されている。

凡 例

1．挿図中に使用した北は座標北である。

2．挿図に建設省国土地理院発行の1／20万地形図（長野・宇都宮）と1／2．5万地形図（前橋）を

　使用した。

3．本遺跡の略称は4A60である。

4．各遺構の略称は次のとおりである。

　H…古墳・平安時代の住居堆、B…掘立柱建物；肚、1…井戸趾

　D…土坑、W…溝1趾、P…柱穴、O…落込み

5．遺構・遺物の実測図の縮尺は次のとおりである。

　遺構　　住居趾・土坑・井戸…1／60、溝…1／120、竃…1／30、全体図…1／200・1／400

　遺物　　土器・石器…1／3・1／4、瓦…1／3・1／4、石製品…1／3・2／3・1／6

6．スクリーントーンの使用は次のとおりである。

　遺構平面図　　焼土…点、灰…斑

　遺構断面図　　火山灰…濃点、構築面…斜線

　遺物実測図　　黒色処理…網、炭化物（スス付着など）…斑

　　　　　須恵器断面…黒塗り

　　　　　土器使用痕…細斜線、石器使用痕…縦線
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　　大屋敷遺跡の位置（丸印）
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Fig．1　大屋敷遺跡の位置



1　調査に至る経緯

　本発掘調査に関しては、前橋市教育委員会が平成3年10月に前橋市開発関係各課に平成4年度

開発計画の打診を行ったところ、都市計画課より総社町大屋敷地区を対象とした土地区画整理事

業実施の回答があり、同年11月に埋蔵文化財の取り扱いにっいて事前に試掘調査が必要であるむ

ね通知を送り協議を行った。その後、平成4年2月18日、都市計画課より平成4年度事業実施地

区に係わる試掘調査の依頼が提出され、同年3月4日、前橋市教育委員会による試掘調査の結果、

平安時代の住居趾3軒が良好な形で検出されたため、開発事業の実施に際しては、これに先立っ

て、埋蔵文化財記録保存のための発掘調査を実施することが前橋市都市計画課との間で確認され

た。同年7月17日、大屋敷地区の土地区画整理を目的とした前橋市大屋敷地区土地区画整理組合

（代表者　大山栄一）が正式発足し、当初の確認事項に基づき埋蔵文化財の発掘調査を実施する

ことが決定した。その後の手続きは前橋市教育委員会が組織する前橋市埋蔵文化財発掘調査団に

移管され、7月27日へ具体的な開発計画に基づき、5年間にわたる発掘調査に関する覚書を締結

し、7月29日には本年度の発掘調査に関する委託契約を組合との間で締結した。そして8月3日、

現地での発掘調査を開始するに至った。本年度の発掘調査面積は1，165㎡、遺跡名称の『大屋敷』

は現地の小字名『大屋敷村東』から命名したものである。

II　遺跡の位置と環境

1　遺跡の立地

　大屋敷遺跡は前橋市街地（県庁付近）から利根川を隔てて、北西約3kmの地点に所在する。遺

跡地の地番は前橋市総社町総社1937番地ほかである。遺跡地の周囲は主要幹線道が縦横に走っ

ている。北側100m付近には前橋・箕郷線が東西に走り、西側は市道大友西通線（通称、産業道

路）が、また約300m程東にはJR上越線が南北に走っている。そして、これらの主要幹線に沿っ

て市街化が進み、工場や住宅街が遺跡地を取り囲むように立ち並んでいる。遺跡地の立地は榛名

山東南麓に広がる相馬ケ原扇状地の扇頂部より流下する河川群のひとっ、八幡川左岸域の標高約

123mの微高地上にある。位置的にはほぼ、相馬ケ原扇状地面と前橋台地面の境界付近を占地する。

　遺跡地の南側には榛東村に源を発する八幡川が南東方向に流れ、東側には江戸時代初期、総社

藩主秋元長朝により開削された天狗岩用水が南流し、両者は遺跡地の南東脇で合流し滝川と名前

を変えた後、利根川と平行する形でさらに流下して行く。遺跡地の両川と接する部分は比高5～

6mほどの段丘崖を呈し、遺跡地を含む段丘上は高燥化した台地が広がり、主に畑作地として利

用されてい、る。
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　　1．清里・陣場遺跡群　2．中島遺跡　3．長久保遺跡　4．清里・庚申塚遺跡　5．清里南部遺跡群　6．熊野谷遺跡
　　7．下東西遺跡　8．総社二子山古墳　9．愛宕山古墳　10．遠見山古墳　11．蛇穴山古墳　12．宝塔山古墳　13．村東遺

　　跡14』山王廃寺跡15．上野国分僧寺跡16．国分僧寺・尼寺中間地域遺跡17．上野国分尼寺跡18．産業道路西遺跡
　　19．王山古墳　20．小見遺跡　21．草作遺跡　22．閑泉樋遺跡　23。閑泉樋南遺跡　24．寺田遺跡　25．大友屋敷皿・皿遺

　　跡26．元総社明神遺跡V27．元総社小学校校庭遺跡28．推定上野国府29．天神遺跡30．染谷川遺跡31．弥勒山
　　遺跡　32．鳥羽遺跡　33．中尾遺跡　34．日高遺跡　35．神保遺跡　36．二子山古墳　37．八幡塚古墳　38．薬師塚古墳

　　39．三ツ寺1遺跡40．三ッ寺II遺跡41．三ツ寺皿遺跡42．雨壷遺跡

Fig．2　位置図と周辺遺跡図
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2　歴史的環境

　今回の調査によって、検出された主な遺構は古墳時代から中世にかけての遺構であるが、調査

区の出土遺物のなかには縄文時代中期、加曽利E式の土器片も検出されているので、ここでは本

遺跡地周辺の歴史的環境を縄文時代から概観してみたい。縄文時代の代表的な遺跡としては国分

僧寺・尼寺中間地域遺跡、産業道路西遺跡があげられ、縄文中期・後期の遺構が集落的な規模で

検出され、当該地域の縄文文化を考えるうえで重要な資料となった。また熊野谷遺跡からは中期

加曽利E式土器を伴う住居玩群のほか、遺物では早期の押型文土器や沈線文土器が検出され、当

地域における初源事例を更新した。そのほかの遺跡としては、下東西遺跡、清里南部遺跡群、清

里・陣場遺跡群、中島遺跡、長久保遺跡、雨壺遺跡などがあげられ、時期的には前期から後期初

頭といった範囲でおさえられる。

　弥生時代の周辺遺跡は、集落・住居主体の遺跡と水田祉関係の遺跡とに大別され、前者は八

幡川、牛池川、染谷川流域などの高燥化した台地上に立地し、後者は、さらに下った平野部の後

背湿地上に集中している。弥生時代中期後半の環濠集落である清里・庚申塚遺跡、後期の住居

が検出された国分僧寺・尼寺中間地域遺跡などは前者であり、日高遺跡、新保遺跡に代表される

As－C軽石（浅間山起源：4世紀中頃）下の水田趾などは後者である。

　古墳時代を彩る一大モニュメン。トとしての古墳が本遺跡地周辺に姿を現すのは、6世紀前半代

である。利根川右岸段丘上に、川原石を用いた積石塚である王山古墳が造られる。その後、本遺

跡の北約2kmには、総社古墳群を構成する古墳が連綿と築かれる。まず、国指定史跡で前方部と

後円部に石室を有する総社二子山古墳、巨石使用の横穴式石室をもっ愛宕山古墳、主軸70mを測

る遠見山古墳、また県内最終末期と考えられ仏教文化の影響を強く受けた宝塔山古墳と蛇穴山古、

墳などが挙げられる。宝塔山古墳の南西約500mに所在する山王廃寺にみる石造物群は、宝塔山

古墳石棺や蛇穴山古墳石室と同系統の石造技術を駆使して加工されたと考えられている。共通す

る技法から時代決定の根拠とされ、白鳳期の建立と考えられる山王廃寺を中心にして、総社・元

総社周辺では、仏教文化が古墳文化と併存しながら花開いた様子が窺える。

　奈良・平安時代に至ると、国府、国分二寺等の建設とあいまって、当地域はいよいよ古代上野

の政治的・文化的中心地としての様相を帯びてくる。国府周辺遺跡では、閑泉樋遺跡、閑泉樋南

遺跡、小見遺跡、草作遺跡、大友屋敷遺跡、寺田遺跡、元総社小学校校庭遺跡、天神遺跡、染谷

川遺跡、弥勒山遺跡等がある。また国分僧寺の発掘調査は昭和55年12月から始まり、それ以降毎

年発掘調査が進められ、各種遺構の礎石、築地、堀などが確認されている。国分寺周辺では、こ

の数年関越自動車道建設に伴う発掘調査が進められて、道筋にあたる中尾遺跡、鳥羽遺跡、国分

寺中間地域遺跡等からは、奈良・平安時代の住居量が大量に発掘されている。このことからも、

奈良時代から平安時代にかけて当地では爆発的に集落の拡大した様子が窺われる。その後、中世

には長尾氏により国府の掘割を利用し蒼海城が築かれる（1429）。
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　　ロま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ

Fig．3　大屋敷遺跡周辺図
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皿　調査の経過

　1　調査方針
　委託された調査箇所は幅6mの計画道路部分1，165㎡である。調査範囲の形状から全体をA区、

B区、C区の3調査区に区分した。調査実施に際しては、まず5年間の発掘調査範囲の全域をカ

バーする4mグリッドを想定し、、このグリッドを最小単位とした。各グリッドの呼称方法は南北

方向をY軸とし、北から南へY1、Y2、Y3・∵、東西方向をX軸とし西から東へX1、X2、

X3…、で表し、それぞれ北西の交点をグリッド名とした。その他、調査実施段階での方針は以

下のとおりである。

1。土層観察は遺構中央部で交差するセクションベルトを誰けて行う。

2．10cm四方以上の遺物は縮尺1／20にて図化し、それ以下についてはドッ’ト標記した平面図を作

　製し、取り上げに際しては遺物台帳に諸属性を記録する。

3．竈は原則として縮尺1／10で図化し、遺構平面図は原則として縮尺1／20にて実施する。

　　なお、測量の基準点はX50、Y、77グリッドで公共座標は第IX系（X＝＋44，632m、Y＝

　　一71，160m）である。、

　　　　　　XO　　　　　20　　　　　　40　　　　　　60　　　　　　80

　　　　　YO

20

40

60

80

100

平成4年度調査区

髪

Fig．4　グリット設定図
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2調査経過
　現地での発掘調査は委託契約の締結後、8月3日から始まった。まず、重機（バックフォー0．4㎡）

により厚さ約20cmの耕作土を除去後、平安時代遺構面の調査に入った。当地区ではローム層の堆

積がほとんど認められず、粘性の強い黒褐色土層主体の地層構成のため、遺構の検出は難渋を極

めたが、最初に着手したA区からは平安時代住居趾群（9～10世紀）をはじめ、古墳時代鬼高期

の住居量（6世紀前半）、さらには石田川式土器を伴う住居杜（4世紀）がほぼ同じレベルから

折り重なるように検出され、当地では、古墳時代から平安時代までの遺構が一面上に広がってい

ることが判明した。8月は、ほぼA区の遺構掘り下げに費やされた。9月に入っても依然として

残暑の厳しい日々が続いたが、調査の対象はA区からC区へ移行した。C区では、A区よりも遺

構数は少ないものの、ほぼ正方形の同一プラン上に重複する3基の大型古墳時代住居趾の存在が

確認された。これらの住居趾は最終的に今回の発掘調査の中心的な遺構となったものであるが、

どの遺構も遺物の保存状況は良好でかっ出土量も多く、かうてない貴重な成果を上げることがで

きた。しかし、本地域特有の粘性の強い黒褐色土は一度表面にさらされると時間の経過とともに

固く締り、移植ごてを全く受け付けなくなってしまう。掘り下げに入る前日に該当箇所に散水す

るのが日課となった。10月に入った時点での進捗状況は、先月までの予想以上の遺構検出量のた

め、当初予定より若干の遅れをきたしていた。この遅れを取り戻すべく、予算の支出状況と今後

の予定を勘案しながら、でき得る限りの作業員の増員に踏み切った。10月の調査は、新しくC区

未調査部分および当初の表土剥ぎでは遺構の確認されなかったB区二面目の掘り下げに着手した。

　その結果、B区から新たに、溝肚2条、掘立柱建物肚1基および後に地下式土坑と判明した土

坑1基外の存在を確認した。また、C区未調査部分からも表土剥ぎの結果、3～4軒の住居玩の

プランが確認されるなど、遺構検出数は先月を上回るほどであった。11月は先月までにほぼ検出

し尽くした遺構の精査に全力を注いだ。毎日が時　　　　　　　　　　　匿劃表土掘削

間との闘いの連続であったが、当初予想された縄　　　　　　　　　　　　團ζリツ上設定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遺構確認
文時代の遺構はっいに確認されなかった。11月18
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吻遺構掘り下げ調査
日には全ての遺構の精査を終え、19日には遺跡全
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匪］衛講
体測量およびハイライダーによる遺跡全体撮影を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　睡翻遺構全体撮影
実施し、翌週24日からは調査区の埋め戻しとプレ

ハブ現場事務所の撤収作業に入った。すべての、

作業を終了した11月30日、依頼主および近隣の住

民へ終了の挨拶をすませ現地発掘調査を完了した。

なお、その後の整理作業は12月2日から翌年3月

26日まで文化財保護課整理棟で行いすべての作業

を完成させる運びとなった・　　　　　　　　　　　　　　　Fig．5　調査経過図
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IV　層 序

　本遺跡のほぼ中央に設定した深堀から観察される地層は基本的には、大きく2つに分類できる。

上位の厚さ1mほどの黒褐色土層と下位に堆積するラミナ（縞目）状の硬くしまった砂とシルト

の互層である。この灰褐色系統の砂層は総社、元総社付近を中心に利根川右岸一帯に広がってお

り、層厚は元総社市内の遺跡地（『元総社明神遺跡X』1991年）で約2～4mを計り、本遺跡の

ように5mを越える（天狗岩用水に接するの段丘崖）ところもある。本報告書はこの砂層を「総

社砂層」と呼ぶことにする。この砂層はAs－Sj（浅間一総社軽石：約1．1万年前）を含む前橋泥

炭層の上にあることからその堆積は約1万年前以降から始まったと推測されるが、正確な堆積年

代は今のところ明らかにされていない。ただ今回の発掘で、縄文中期の加曽利E式土器が検出さ

れたことや周辺遺跡の縄文土器出土状況（縄文中期に集中）から類推すれば、堆積期間は縄文時

代前期（約6000年前）のころまでは続いていたと思われる。また総社砂層の上に乗る黒褐色土層

は硬く、極めて粘性が強い。ただし調査区の東西にあたるA区、C区の一部ではこの黒褐色土層
　　　　な
は見られず、代わりに淡い黄褐色土層が総社砂層の上に広がっていた。
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Fig．6　大屋敷遺跡標準土層図
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層：暗褐色粗砂層　耕作土。As－B（浅間Bテフラ；

　1108年）を若干含む。

層：極暗褐色粗砂層　二次時堆積のAs－C（浅間Cテ

　　フラ；4世紀中頃）10％、およびHr－FP（榛名

　ニッ岳パミス；6世紀中頃）を若干含む。

層：黒褐色細砂層　二次堆積のAs－C（浅間Cテフラ；

　　4世紀中頃）20％、およびHr－FP（榛名ニッ岳

　パミス；6世紀中頃）を10％若干含む。

層：総社砂層　砂、シルトの互層。

　　a…黄褐色シルト層　b…褐色シルト層

　　c…浅黄色シルト層　d…にぶい黄褐色微砂層

　　e…にぶい黄榿色シルト層　f…褐色細砂層

　　9…灰黄褐色粗砂層　h…にぶい黄色シルト層

　　i…にぶい黄褐色微砂層　j…灰黄褐色粗砂層

　　k…にぶい黄褐色微砂　1…灰黄褐色細砂層

　m…にぶい黄褐色細砂層　n…灰黄褐色粗砂層
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V遺構と遺物

本遺跡から検出された遺構は竪穴住居趾27軒、掘立柱建物趾1軒、溝趾2条、井戸；吐1基、落ち

　ひ込み1基、土坑46基である。これらの遺構は、ほとんどが基本層序の■層および皿層面（As－C

およびHr－FPを二次堆積で含む粘性を帯びた黒褐色土層）を掘り込み構築されていたが、共に

粘性を帯びた地山と覆土の区別がっきずらく、同一系統の色調であることも重なり、プラン確任

は遺構床面直上といったケースもみられた。住居肚の時代別内訳は古墳時代の石田川式土器を伴

う住居趾1軒、鬼高式土器を伴う住居肚14軒（5世紀末葉～7世紀前半）、奈良時代（8世紀代）

の住居肚5軒、平安時代の住居玩7軒となっている。また遺物では縄文包含層から中期加曽利E

式を中心に391点の縄文土器片が検出されたほか、鬼高1式土器を伴う住居玩（H－12）から三ダ

寺遺跡他に類例をもっ大型高圷が検出されたこと、C区を中心に検出された瓦類63点のうち25点

が、八幡川を隔てて本遺跡地に程近い山王廃寺（放光寺）跡の創建時瓦に比定されるものとなっ

たこと等があげられる。

1住　居　趾

H－1号住居吐（Fig．9）

位置X66・67、Y76・77グリッド　面積（7．72）㎡　方位N－87。一E

形状東西2．30m、南北（3．40）mの長方形を呈する。壁高は10cmで立ち上がり角度は73。を

　　測る。上部は耕作による削平を受け、竃を含め遺構の残り具合は悪い。

床　面　基本層序には見られない、粘性の少ない黄褐色細砂土層を掘り込み床面を構成している。

　　全体に凹凸ぎみの床面である。

竃東壁やや南よりに偏した位置に付設されている。本体は壁面より外側に設置されていた

　　　と思われるが全体に保存状態は不良である。

貯蔵穴　住居東南隅♂竃右側に検出された。長軸49cm・短軸43cm・深さ19cmの楕円形で底部より

　　流れ込みによる土師器圷（1）が出土している。

遺　物　遺物総数は52点であるが、流れ込みによるものがほとんどであり、本住居趾に所属する

　　遺物は特定できなかった。

備一考．本住居趾は調査区東端の天狗岩用水を見下ろす段丘崖に向かって、ゆるやかに東に傾く

　　L斜面上に存することから、住居内には流れ込みによる古墳時代の遺物が多く見られた。

　　　したが、って遺物による本遺構の時代区分はできなかったが、その住居形態から平安時代

　　　の住居肚であることは明らかである。

H－2号住居埴（Fig．9、P　L．3）

位置X65・66、Y76・77グリッド　面積9．35㎡　　方位N－84。一E
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形状東西2．70m、南北3．55mの長方形。壁高は11cmで壁の立ち上がり角度は68。を測る。

　　四方の壁にそって幅18cm、深さ8c皿の周溝が付設されているが全周はしなかった。

床面基本層序には見られない粘性の少ない黄褐色細砂土層を掘り込み床面を構成している。

　　全体的に平坦な床面である。

　竃東壁の南寄り、南東コーナーに近い位置に設置されている。本体上部は耕作による削平

　　をうけているが、竃両脇には左右の袖石が埋まっていたと思われるピットが検出された。

　　このことから竃本体は壁外にあったことが確認できる。全長86cm、全幅97cmを測る。

貯蔵穴　住居東南隅、竃右側に検出された。長軸62cm、短軸52cmの楕円形で深さは1a5cmを測る。

遺　物　出土総数は466点で、うち図示できたものは土師器圷（2）、須恵器圷（3）、須恵器

　　椀（4）、須恵器壷（5）である。

備　考　出土遺物と住居形態から平安時代の住居趾と言える。

H－3号住居埴（Fig．9）

位置X64・65、Y76・77グリッド　面積（7．22）㎡　方位N－85。一E

形　状　西側をH－5と重複し、南側が調査区外に伸びるため、完掘りはできなかったが確認で

　　きた規模は東西（2．23）m、南北（3．04）mでH－1・H－2と同様、長方形のプラン

　　を呈するものと思われる。遺構上部は削平を受けており、壁高は平均5．5cmしか残存し

　　ていなかった。立上がり角度は47。を測る。

床面基本層序には見られない、粘性の少ない黄褐色細砂土層を掘り込み床面を構成している。

　　全体に凹凸の目立っ床面である。

　竃一部調査区外に伸びるため相対的な位置は不明であるが、H－1・H－2と同様、東壁

　　やや南寄りに設置されているものと思われる。砂質凝灰岩製の支柱と左右の袖石が残存

　　しており、本体は壁外にあったことがわかる。全長56cmで全幅94cmを測る。

重　複　H－5と重複するが本遺構の方が先行する。

備　考　住居および竃の形態から平安時代の住居肚と言える。

H－4号住居吐（Fig．10、P　L．3）

位置X63・64、Y75・76グリッド　面積（10．78）㎡方位N－66。一E
形　状　遺構の北側半分が調査区外に伸びるため、完掘りはできなかったが、東西4．60m丸南北

　　（3．50）mの現存値から方形のプランを呈するものと思われる。壁高は44c皿で、壁の立

　　ち上がり角度は68。を測る。

床面黒褐色土層（皿層）を掘り込み床面としている。全体によく踏み固められており、平坦

　　な面を構成している。

　竃竃の中心線から左半分が調査区外に伸びるため完掘りはできなかったが、保存状態は良

　　好である。砂質凝灰岩を使用した支柱上には手捏土器が完形で出土した。
一
遺
　 物　遺物総数は798点を数え、図示できたものは手捏土器（6）、須恵器圷身（7）、土師
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　　器小甕（8・9）、土師器甑（10）、土師器甕（11）である。

備　考　出土遺物の須恵器圷身は陶邑編年のMT15頃に比定できる。また土師器小甕は鬼高1式

　　に比定でき、須恵器圷身の時期と矛盾しない。したがって本遺構は6世紀前半の住居玩

　　と考えられる。

　のH－5号住居吐（Fig．10）

位置X63・64、Y75・76グリッド　面積（7．94）㎡　方位N－76。一E

形　状　一部調査区外に伸びるため完掘りはできなかったが、東西（2．88）m、南北3．10mの現

　　存値から方形プランが想定できる。壁高は15cmで、壁の立ち上がり角度は61。を測る。

床　面　二次堆積のAs－C軽石（浅間山起源；4世紀中頃）を10％含む締りと粘性の強い極暗

　　褐色土層（■層）を掘り込み床面を構成している。平坦な床面で、竃周辺を中心に堅緻

　　面が広がっている。

竃東壁の南端、南東コーナー付近に付設されている。保存状態は不良で、焼土・炭化物等

　　は検出されなかった。砂質凝灰岩を使用した両袖石を壁面付近に有することから、本体

　　を壁外にもっことがわかる。全長84cm、全幅82cmを測る。

重複H－3・H－6と一部重複し、H－6→本遺構→H－3の順で構築されている。

備　考　住居趾と竃の形態から平安時代の住居量と言える。

H－6号住居吐（Fig．10、P　L．3）

位置X63・64、Y76グリッド　　面積（5』33）㎡　方位N－85。一E

形状重複により西壁と東壁および南西コーナーが残存するのみであるが、東西2．85m、南北

　　（2．48）mを測り、方形プランを持っことが想定される。壁高26cmで壁は67。の角度で立

　　　　噛　　ち上がる。

床　面　極暗褐色土層（II層）を掘り込み床面を構成している。堅く踏み固められた、極めて粘

　　性の強い堅緻面がほぼ全面に広がり、遺構中央には炉肚が確認された。

炉長軸50cm、短軸40cmの楕円形で中央部は凹面を呈する。深さは床面から10cmを測る。

重複H－4、H－5、H－7と重複するが本遺構が先行する。

遺　物　遺物総数は130点を数えるが、流れ込みの遺物がほとんどで、図示できたものは増（12）

　　と台付甕（脚部のみ；13・14・15）のみである。

備　考　遺物の特徴から石田川式土器を伴う4世紀後半の住居玩と言える。

H－7号住居吐（Fig．11）

位置X64、Y76グリッド　　　面積　一　　方位N－80。一E
形状確認面が本住居趾の下だったため竃部分のみの検出であった。

　　規模は現存値で全長（60）cm、全幅（50）cmである。

重　複　竃の位置から、住居趾本体は石田川の住居趾H－6と重複していたもの思われるが

　　H－6より高レベルで構築されていたためか、H－6の遺構は損なわれていない。
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＼

備　考　残存する竃の形状から、東竃をもっ平安時代の住居趾と推定される。

H－8号住居吐（Fig．11、P　L．3）

位置X59・60、Y75・76グリッド　面積（11．0〉㎡　方位N－161。一E

形状一部調査区外であるが、南竃を有する住居趾で東西4．50m、南北（2．80）mの方形を呈

　　する。壁高は35cmで壁は67。の角度で立ち上がる。

床　面　極暗褐色土層（II層）を掘り込み床面を構成している。住居肚中央部と竃付近を中心に

　　堅緻面が広がっている。柱穴は検出できなかった。

竃全長143c皿、全幅102cm、焚口部幅48¢mを測る。煙道の先端部分まで良好な状態で検出さ

　　．れ、両袖は住居趾内に58cmほど入る。内部の壁面は燃焼部を中心に焼土化している。

遺　物　埋土の小破片がほとんどで、図示できたものは土師器圷身（16）のみである。

備　考　遺物の土師器圷身は鬼高H～皿式に比定され、本遺構は6世紀半ば過ぎの住居玩と言え

　　る。
H－9号住居吐（Fig．12）

位置X54・55、Y76・77グリッド　面積（7．40）㎡　方位N－86。一E

形状南側部分が調査区外に伸びているが、東西2．90m、南北（2．70）mの方形プランを呈す

　　るものと思われる。壁高は35cmで、壁の立ち上がり角度は67。であった。

床　面　黒褐色土層（皿層）を掘り込み床面としている。住居玩内中央部は重複するO－1に削

　　られていが残存部分は全体によく踏み固められている。

竃南壁が調査区外にあるため相対的な位置は不明であるが、東壁ほぼ中央に設置され全長

　　94cm、全幅86cm、焚口部幅26cmを測り煙道は44。の角度で立ち上がる。

重　複　O－1と重複し、本遺構が先行する。

遺物図示できたものは土師器圷（17）である。

備　考　出土遺物や竃の形態から6世紀半ば過ぎ、鬼高■式にあたる住居趾と言える。

H一↑o号住居吐（Fig．12、P　L．3）

位置X49・50、Y76・77・78グリッド面積（14．53）㎡方位N－70。一E

形　状　一部調査区外に伸び、東側部分をW－1によって削られている。確認できた範囲では東

　　西5．10m、南北5．20mのほぼ正方形のプランを呈する。壁高は46．5cmで壁の立ち上がり

　　角度は79。を測る。

床　面　極暗褐色土層（■層）を掘り込み床面を構成している。全体に平坦11A面である。

重　複　W一一1と重複し、本遺構の方が先行する。

遺　物　遺物総数は565点を数え、図示できたものは土師器圷（18）、土師器甑（19）、土師器

　　甕（20・21）、須恵器甕（22）がある。

備　考　出土した土師器器類は総じて鬼高II～皿期に比定され、本遺構は6世紀半ば過ぎから7

　　世紀にかけての住居趾と思われる。
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H－11号住居吐（Fig．13、P　L．4）

位置X48・49、Y75・76・77グリッド面積（27．12）㎡方位N－63。一E

形状一部調査区外であるが、東西5．30m、南北5．64mのほぼ正方形のプランを呈する。壁高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　は38．5cmで、壁は55。の角度で立ち上がる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ床面極暗褐色土層（■層）を掘り込み床面を構成している。全体に平坦な面を形成しており、／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／／　　特に竃周辺を中心に堅緻面が広がっている。　　　　　　　　　　　　　　＼＼

　　　　　　　　　　ろ　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
と

竃東壁やや南寄りに付設されている。煙道先端部まで良好な形で検出された。全長1．28m、、

　　全幅66c皿、焚口部幅18cmで、竃本体は壁内にある。　．

貯蔵穴　南東コーナーに長軸70cm、短軸60cm、深さ37．5cmのほぼ円形を呈する貯蔵穴が良好な形

　　で検出された。粘性の強い黒褐色土層（皿層）を掘り込み、断面形は播鉢状を呈する。

　　底部より土師器長胴甕がほぼ完形で出土した。

重　複　H－12、H－14が重複する。構築順序はH－12→本遺構→H－14の順である。

遺　物　遺物総数は本遺跡最多の1772点を数える。図示できたものは土師器圷（23・24・25・26・

　　27・28）、高圷（29）、土師器壺（30・32）、土師器甕（31・33）がある。

備　考　本遺構とこれに重複するH－12、H－14のうち本遺構とH－12の重複関係をみると、ほ

　　ぼ同一プラン上に構築されている。また、両遺構の床面のレベル差はほぼ30cmであった。

　　本遺構は出土遺物から鬼高1式土器を伴う6世紀前半の住居趾と言える。

H－12号住居肚（Fig．14・15、P　L．4）

位置X66・67、Y76・77グリッド　面積（26．48）㎡方位N－62。一E

形　状　東西5．35m、南北5．65mでほぼ正方形のプランを呈している。壁高は73cmで、壁は81。

　　の角度で立ち上がる。

床面黒褐色土層（皿層）を掘り込み床面としている。全体に平坦な面を形成しており、特に

　　竃周辺を中心に堅緻面が広がっている。柱穴4基｛貯蔵穴1基が良好な形で検出された。

竃東壁やや南寄りに、本体を壁内にもっ竃が良好な形で検出された。特に、一左袖は長

　　さ78cm、幅28cm、厚さ41cmの1個の砂質凝灰岩をそのまま利用している。全長142cm、

　　全幅96cmで焚口部幅は36cmを測る。

貯蔵穴　竃右脇、南東コーナー付近に総社砂層を掘り込む貯蔵穴が検出された。平面形は東

　　西80cm、南北61c皿の長方形で、深さは72c皿を測り、断面形は逆台形を呈する。

重複H－11、H－14と重複する。

遺物図示できたものは土師器圷（34・35・36・37・38・39・40・41）、土師器高圷（42）、

　　土師器大高杯（47）、増（43・53）、土師器小甕（44・45・48）、土師器甕（46・49・50・

　　51・52）、土師器甑（54・55）、羽口（56）である。

備　考　竃の形状および出土遺物から鬼高1式土器を伴う6世紀初頭の住居趾と言える。

　　なお、検出された大高圷は圷部のみであるが、口径は28．2c皿ほどある大型のもので、類
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　　例は元総社明神遺跡（Nトレンチ）、三ッ寺1遺跡にみられるのみである。

H－13号住居吐（Fig．15）

位置X47・48、Y76・亨7グリッド　面積（6．93）㎡　方位N－840－E

形状南側部分が調査区外に伸びるが、東西2．85m、南北（2．45）mを測り、長方形のプラン

　　を呈するものと思われる。壁高は32．5cmで、壁の立ち上がり角度は80。を測る。

床　面　極暗褐色土層（■層）を掘り込み床面を構成している。全体14凹凸の目立っ面で、特に

　　堅緻面等は検出されなかった。

竃　　東壁、調査区外にかかる位置に付設されている。残存状態は不良で壁外に存する燃焼部

　　を中心に焼土が広がっていた。全長は60cmを測る。

重複北東コーナーをH－11、H－12とわずかに重複する。H－12→H－11→本遺構の順で構

　　築されている。

遺物図示できたものは羽釜（57）1点である。

備　考　遺物、遺構の形態から平安時代の住居阯といえる。

H－14号住居吐（Fig．15、P　L．5）

位置X48・49、Y76・77グリッド　面積（5．38）㎡　方位N－89。一W

形状北側が調査区外に伸び、東側を特殊遺構によって削られている。また、確認面が一部、

　　遺構の床面より低くなってしまったため部分的な調査となってしまった。現存値で東西

　　（1．88）m、南北（4．40）mを測り、方形のプランを呈するものと思われる。壁高は26．5

　　cmで壁の立ち上がり角度は58。を測る。

床　面　極暗褐色土層（11層）を掘り込み床面を構成している。確認された範囲では、平坦な面

　　を形成している。

竃本遺跡では唯一、西壁に竃を付設している。燃焼部本体を壁外に有するもので両袖と支

　　柱石には砂質凝灰岩を利用している。なお、両袖の砂質凝灰岩の間（焚口部幅）はわず

　　かに6cmほどしかなく、原位置からは多少動いているものと思われる。現存値での規模

　　は全長94cm、全幅76cmを測る。

遺物図示できたものはカワラケ（58）、土師器圷（59）、須恵器圷（60・61・62・63）、土

　　師器高圷（64）、須恵器椀（65）、土師器甕（66）、須恵器大甕（67）がある。

備　考　出土遺物から鬼高II～皿式土器を伴う6世紀後半から7世紀前半にかけての住居玩と思

　　われる。

H－15号住居祉（Fig．16）

位置X45・46・47、Y76グリッド　面積（13．41）㎡方位N－87。一E

形　状　ほぼ北側半分が調査区外に伸びているため完掘りはできなかったが、確認できた範囲で

　　は東西5．90m、南北2．55mで方形のプランを呈するものと思われる。壁高は38cmで、壁

　　は82。の角度で立ち上がる。
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床　面　極暗褐色土層（■層）を掘り込み床面を構成している。全体に平坦な床面で、堅く締まっ

　　た堅緻面が全面に広がっている。

遺物図示できたものは土師器圷（68）、須恵器圷（69）の2点である。

備　考　出土遺物から本遺構は6世紀後半から7世紀にかけての住居趾と考えられる。

H－16号住居吐（Fig．16、P　L．5）

位置X57・58・59、Y75・76グリッド面積（16．55）㎡方位N－88。一E

　　　　　　　　　　　　　　　　　ろ形　状　一部調査区外のため完掘りはできなかったが、既存部分の形状から東西4．30m、南北

　　（4．00）mの方形プランをもっものと思われる。壁高は39cmで壁の立ち上がり角度は

　　79。を測る。

床　面　極暗褐色土層（II層）を掘り込み床面としている・全体に よく踏み固められており・特

　　に竃付近を中心に堅緻面が広がっていた。

竃　　東壁やや南寄り位置に設置され、全長77cm、全幅68cm、焚口部幅38cmを測り、煙道の立

　　ち上がり角度は47。であった。

貯蔵穴　竃の右脇、南東のコーナー付近に検出された。形状は長軸55cm、短軸54cmで真円に近く、

　　深さは29，5cmを測る。

、備　考　本住居阯の床面約20cm上に平安時代の住居趾が存在していたようであり、プランは確認

　　できなかったが、須恵器高台椀（70・ 71・72）がまとまって出土した。うち須恵器高台

　　椀は口縁部を中心にすすが付着しており、灯明皿がわりに使用されたと思われ、時期的

　　には10世紀前後の所産と考えられる。これら3点の遺物は本住居玩の埋土として扱った。

　　なお、本住居趾からは図示できなかったが床面直上で外稜を有する土師器圷片が検出さ

　　れているため、構築年代は6世紀半ば以降と位置づけた。

H－17号住居壮（Fig．17、P　L．5）

位置X55・56、Y75・76グリッド　面積（5．10）㎡　方位N－67。一E

形状北側部分が調査区外に伸び、西側部分がH－18と重複するため、完掘りはできなかった

　　が、確認できた範囲では東西3．92m、南北（2．40）mで直交することから、（長）方形

　　を呈するものと思われる。壁高は12cmで、壁は78。の角度で立ち上がる。

床面黒褐色土層（皿層）を掘り込み床面としている。平坦な面でよく踏み固められている。

竃東壁やや南寄りに設置されているが、右袖を残して本体は調査区外に構築されているた

　　め、詳細は不明である。

重複西壁をH－18と重複するが、本遺構が先行する。

遺物図示できたものは土師器高圷（73）、土師器甑（74）の2点である。

備　考　出土遺物は鬼高1式土器に比定され、本遺構は6世紀初頭の住居肚と考えられる。

H－18号住居吐（Fig．18、P　L．5）

位置X53・54、Y75・76グリッド　面積（26．27）㎡方位N－580－E
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形状北側部分が調査区外に伸びるため、完掘りはできなかった。東西7．70m、南北（4．65）

　　mの方形プランを呈する。壁高は17cmで、壁は78◎の角度で立ち上がる。

床　面　黒褐色土層（皿層）を掘り込み床面としている。平坦な面でよく踏み固められている。

竃　　東壁やや南寄りに設置されているが、右袖を残して本体は調査区外に構築されているた

　　め、詳細は不明である。

貯蔵穴　竃の右脇、南東コーナー付近に総社砂層を掘り込む貯蔵穴が検出された。東西70cm、南

　　北45c皿の長方形で、深さは65cmを測る。断面は逆台形を呈し、内部からは土師器甕（77）

　　が完形に近い形で検出された。

重複H－9、H－17およびO－1と重複し、H－17→本遺構→O－1の順で構築されている。

遺　物　遺物総数は367点を数えるが、図示できたものは土師器圷（75・76）、土師器甕（77・

　　78）の4点である。この甕は全体に丸みを帯び、胴部ほぼ中央に最大径を有するもので

　　鬼高1式に比定される。

’備考本遺構は出土遺物および住居形態から6世紀初頭の住居玩と考えられる。

H－19号住居吐（Fig．17）

位置X61・62、Y75・76グリッド　面積（10．62）㎡方位N－63。一E

形　状　一部調査区外であるが、東西3．55m、南北（3．38）mの長方形を呈する。壁高は15cmで、

　　壁は64。の角度で立ち上がる。

床面極暗褐色土層（■層）を掘り込み床面を構成している。全体に平坦な床面であり、特に

　　竃周辺を中心に堅緻面が広がっている。

竃　　東壁やや南寄り南東コーナー付近に設置されている。保存状態は良好で、竃周辺には炭

　　化物が広がっていた。両袖が壁内にあまり張り出さず、本体を壁外に持つ竃である。

備　考　本遺構の遺物は埋土遺物や小破片がほとんどであるが、高台椀の底部等が検出されてお

　　り、構築時は8世紀から平安時代の頃としたい。

H－20号住居吐（Fig．19）

位置X50・51、Y75グリッド　　面積（5。80）㎡　方位N－52。一E

形状ほぼ北側半分が調査区外に伸びているため、完掘りはできなかった。確認できた範囲で

　　は東西3．50m、南北（2．10）mで、方形プランを呈するものと考えられる。壁高はわず

　　かに8cmで、壁の立ち上がり角度は580を測る。

床　面　極暗褐色土層（II層）を掘り込み床面を構成している。やや凹凸の目立っ床面である。

備　考　住居肚全体プランはっかめないが、出土遺物中、外稜を有する土師器片の特徴から鬼高

　　II～皿式に比定され、遺構の構築時期は6世紀後半から7世紀前半にかけてと思われる。

H－21号住居埴（Fig．19）

位置X52・53、Y76グリッド　　面積（4．10）㎡　方位N－70。一E

形　状　南側がW－1との重複て削られているが、規模は現存値で東西3．80m、南北（1．90）m
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　　を測り、長方形のプランをもっと思われる。確認面が住居玩の床面近くであったため、

　　壁高は4cmしかなかった。残存する壁面にそって幅16cm、深さ7cmの周溝が検出された。

床　面　極暗褐色土層（■層）を掘り込み床面を構成している。極めて堅牢な床面である。　’

重複W－1と重複するが、本遺構が先行する。

備　考　残存する住居趾の形態から平安時代の住居肚と思われる。

H－22号住居祉（Fig．20、P　L．5）

位置X57・58・59、Y75・76グリッド面積（25．80）㎡方位N－81。一E

形　状　北側が調査区外に伸びるが、確認できた範囲では東西4．90m、南北（5．45）mで長方形

　　のプランを呈するものと思われる。壁高は30cmで、壁の立ち上がり角度は78。を測る。

　＊本住居趾の東壁には2基の竃が並んで検出された。付けかえによって2基の竃を有する

　　住居趾とも思われたが、その後ほぼ同一レベル上に別の住居肚のプランが確認されたた

　　め、別々の住居趾と判断し、当初のプランに基づく本遺構と区別するためH－27とした。

床面黒褐色土層（皿層）を掘り込み床面としている。竃付近を中心に堅緻面が広がっている。

　　全体にほぼ平坦な面である。壁高は30cmで、壁は78。の角度で立ち上がる。柱穴は検出

　　されなかった。

竃東壁に設置されているが、相対的な位置は不明である。全長113cm、全幅118cm、焚口幅

　　42cmを測る。両袖が住居趾内に伸び、燃焼部は壁内にある。

重複H－16、H－27と重複し、H－27→本遺構→H－16の順に構築されている。

遺　物　遺物総数は1133点を数えるが、少なからずH－27に属するべき遺物が含まれていると考

　　えられる。図示できたものは土師器圷（79・80・81）、土師器甕（82）である。

備　考　出土した土師器圷3点はいずれも内部に暗紋状磨きが施され、うち2点は内斜口縁を有

　　するもので鬼高1式に比定される。本遺構は、6世紀初頭の住居趾と言える。

H－23号住居壮（Fig．19、P　L．6）

位置X43・44、Y76グリッド　　面積（6．OO）㎡　方位N－87◎一E

形状北側約半分が調査区外に伸びるが、東西4．35m、南北（1．46）mの現存値から方形のプ

　　ランを呈するものと考えられる。壁高は12．5cmで壁の立ち上がり角度は73。を測る。

床　面　基本層序には見られない、粘性の少ない黄褐色細砂土層を掘り込み床面を構成している。

　　多少凹凸の目立っ床面である。

重複H－24と重複し、H－24が先行する。

備　考　遺物は土師器と須恵器の小破片がほとんであるが、それらの特徴から判断して本遺構は

　　8世紀代の住居祉と推定できる。

H－24号住居吐（Fig．21、P　L．6）

位置X43・44、Y76グリッド　　面積（15．06）㎡方位N－85。一E

形　状　一部調査区外であるが、東西4．20m、南北（3．50）mの現存値から方形プランを呈する
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　　ものと思われる。壁高は18．5cmで壁の立ち上がり角度は77。を測る。

床　面　基本層序には見られない、粘性の少ない黄褐色細砂土層を掘り込み床面を構成している。

　　多少凹凸の目立つ床面である。一部壁面にそって幅20cm、深さ6c皿の周溝が検出された。

竃　　東壁やや南寄りに付設されている。砂質凝灰岩の切石を組合わせて両袖を構成している。

　　全長138cm、全幅122cmで焚口部長は36cmを測る。

重　複　H－23、H－25と重複するが、構築順序はH－25→本遺構→H－23の順である。

遺物図示できたものは土師器圷（83・84・85）、須恵器圷蓋（86）である。

備　考　出土遺物中の須恵器圷蓋は、内面の返りが消失しているところから8世紀頃の所産と考

　　えられる。

H－25号住居吐（Fig．19、P　L．6）

位置X44・45、Y76・77グリッド　面積（3．59）㎡　方位N－84。一E

形状遺構の北側がH－24、H－26によって削られているが、東西2．80m、南北（1．70）mの

　　現存値から方形プランを呈するものと思われる。壁高は21．5cmで、壁の立ち上がり角度

　　は73。を測る。

床面基本層序には見られない、粘性の少ない黄褐色細砂土層を掘り込み床面を構成している。

　　多少凹凸の目立つ床面である。

重複H－24、H－26と重複するが、構築順序は、本遺構→H－26→H－24の順である・

遺物埋土の小破片が多かったため、図示できたのは土師器圷（87）1点である。

備　考　遺物の特徴およびH－24との重複関係から本遺構は7世紀後半の時期が与えられる。

H－26号住居吐（Fig．22、P　L．6）

位置X45、Y76・77グリッド　　面積（5．39）㎡　方位N－84。一E

形状東西（2．30）m、南北2．56mの方形プランを呈する。壁高は15．5cmで、壁の立ち上がり

　　角度は62。を測る。

床　面　基本層序には見られない、粘性の少ない黄褐色細砂土層を掘り込み床面を構成している。

　　全体になだらかな床面であるが堅緻面は確認できなかった。

竃　　東壁の南東コーナーに近い位置に付設されている。本体を壁外にもち、両袖に砂質凝灰

　　岩を使用している。規模は全長78cm、全幅72cm、焚口部幅24cmであった。

備　考　遺物は埋土の小破片がほとんどで、本遺構に所属する遺物は確認できなかった。したがっ

　　て、本住居玩の構築年代は判然としないが、竃の形態や重複関係から7世紀後半ないし

　　は8世紀前半の時期で押さえておきたい。

H－27号住居吐（Fig．23、P　L．5）

位置X57・58・59、Y75・76・77グリッド面積（39．76）㎡方位N－54。一E

形　状　一部調査区外に伸びるが、東西7．00m、南北6．40mで長方形のプランを呈する。壁高は

　　46cmで、立ち上がり角度は78。を測る。

17



床面

竃

貯蔵穴

重複

遺物

備考

黒褐色土層（皿層）を掘り込み床面としている。竃右脇には貯蔵穴が検出されたほか柱

穴4基も確認された。竃周辺および柱穴の内側は、特に堅牢な堅緻面が広がっている。

H－22に付属する竃の右隣に良好な形で検出された。両袖が住居趾内に張り出し、支柱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石から先の燃焼部も住居杜内にある。規模は全長184cm、全幅106cm、焚口部幅52cmを

測り、煙道の立ち上がり角度は34。であった。

竃右脇に総社砂層を掘り込む東西77cm、南北67cm、深さ73．5cmの貯蔵穴が検出された。

H－16、H－22と重複し、本遺構→H－22→H－16の順に構築されている。

図示できたものは土師器圷（88）である。

出土遺物の土師器圷は内部に暗紋状磨きを施し、内斜口縁の特徴を有するもので、鬼高

1式に比定される。したがって本遺構は6世紀初頭の住居堆と考えられる。また、重複

するH－22との時期差はほとんどないものと思われる。

2　堀建柱建物祉

B－1号建物吐（Fig．24、P　L．2・6）

位置X50・51、Y84．85グリッド　床面積10．3㎡　 方位N－86。一W

形状等　東西2本×南北4本の8本柱からなり、全体としては東西2．40×南北4．30mの南北に長

　　　い長方形を呈する。隣り合う柱穴問の寸法は東西が2．39m、南北1．43mの平均値を測る。

　　　柱穴の形状はいずれも円形または楕円形であるが、深さは最小で22cm（P－4）、最大

　　　で30．5cm（P－2）を測り、若干のひらきがある。なお、本遺構からの出土遺物は皆無

　　　であったが、同レベルで近接する土坑群のなかに中世の地下式土坑（D－7）があるこ

　　　とから、中世以降のものと思われる。

3　溝 肚

W－1号溝吐（Fig．25、PL．7）

位置X50～53、Y76～82ライン

形状A区とB区にまたがる形で検出された。途中に重複する古墳時代および平安時代の

　　　遺構を削って形成されていることから中世以降に構築されたものと思われる。総延長は

　　　35．70mで、．幅0．52～2．20m、確認面からの深さは4．5cm～28．5cmを測る。，

W－3号溝吐（Fig．25、PL．7）

位置X50・51、Y82・83ラインー

形　状　B区を東西に横切る形で検出された。総延長（5．35）m、幅0．69m～1．72m、深さ7．5

　　　c皿～14．Ocmを測る。
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　4　井　　戸　　趾

1－1号井戸吐（Fig．24、P　L．6）

位置X53、Y76・77グリッド

形　状　総社砂層を掘り抜き形成されている。安全面を考慮し完掘りは実施しなかった。長軸

　　　122cm、短軸105cmの楕円形を呈し、深さは（3．09）mを測る。

重複H－21、W－1と重複している。H－21が先行し、W－1および本遺構がそれに続く。

遺物石臼1点ほか古墳時代、平安時代の土器片が検出されている。

備　考　出土遺物から構築時期は中世以降と考えられる。

5　落 込 み

O－1号落込み（Fig．24）

位置X53・54・55、Y76・77グリッド

形状一部調査区外であるが東西7．5m、南北（2．38）mの隅丸方形を呈する。基本層序の■

　　　層から総社砂層を掘り込み、形成されている6断面形はゆるやかな播鉢状であった。・重

　複　H－9、H－18およびW」1と重複する。H－9、H－18が先行し、W－1と本遺構が後

　　　になる。

備　考　埋土遺物や重複の関係から、本遺構の構築時期は中世以降と考えられる。

6石敷遺構（Fig．15、PL．5）

形状等 C区のH－14の床面とほぼ同レベル上に、H－14を削る形で河原石や廃棄遺物を敷き詰

めた遺構が検出された。石敷の範囲は幅約1．1×長さ（4．45）mで、ほぼ南北に屈曲し

て伸びる道路を想像させるものである。遺構としての確認が遅れたため、平面図はほと

んどの河原石および瓦類を除去後のものになってしまったが、この石敷および重複する

H－14の埋土中に検出された瓦類のほとんどが『山王＝秋間系』と確認され、八幡川を

隔てて本遺跡と隣接する山王廃寺跡との関連が深まった。なお、本遺構の構築年代は遺

物中に須恵器羽釜の破片が含まれていたことから、平安時代以降と思われる。

7　土 坑

　本遺跡から検出された土坑総数は46基である。ほとんどが遺物を伴わない小土坑群であったた　’

め、それらは遺跡・遺構全体図（Fig．8）に図示するに止め、ここでは特徴的なもののみを記

述した。

D－1号土坑（Fig．26、P　L．7）　　位　置　X67、Y76グリッド

形状等　長径112×短径88cmの楕円形を呈し、確認面からの深さは61cmを測る。基本層序の皿層
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　　　　の3層および総社砂層を播鉢状掘り込み形成されている。遺物総数は64点を数えるが、

　　　　図示できたものは須恵器圷（89）のみである。

D－2号土坑（Fig．26）　　　　　　　位　置　X64、Y75・76グリッド

形状等　長径48×短径40cmの楕円形を呈し、確認面からの深さは58cmを測る。皿層をほぼ垂直に

　　　　掘り込み形成されている。H－4とわずかに重複するため柱穴とも考えられたが確認で

　　　　きず、別個の遺構として扱った。

D－3号土坑（Fig．26、P　L．7）　　位　置　X59・60、Y76グリッド

形状等　長径127×短径55cmの長方形に一部張り出し部をもつ不整形を呈し、確認面からの深さ

　　　　は47c皿を測る。「II層および皿層をほぼ垂直に掘り込み、断面形は逆台形を呈する。壁面

　　　　はよく焼けており、内部からは炭化した木片、焼石、灰および骨片が検出された。なお、

　　　　張り出し部は自然石を利用した石囲が施され、【ここを中心に焼土が広がっている。

D－4号土坑（Fig．26）　　　　　　　位　置　X63、Y76グリッド

形状等　長径70×短径57cmの不整形を呈し、確認面からの深さは56cmを測る。皿層をほぼ垂直に

　　　　掘り込み形成されている。H－4と重複し、付設する柱穴とも考えられたが確認できず、

　　　　別遺構とした。

D－5号土坑（Fig．26、P　L．7）　　位　置　X50、Y79グリッド

形状等　長径120×短径90cmの楕円形を呈し、確認面からの深さは49．5cmを測る。皿層と総社

　　　　砂層を掘り込み、断面形はゆるやかな播鉢状である。別記するD－0、D－7と同様に

　　　　W－1に重複するため、これらの土坑はW－1と関連をもっ中世の遺構と考えられる。

D－6号土坑（Fig．26、P　L．7）　　位　置　X50、Y79・80グリッド

形状等　長径208×短径156cmの楕円形を呈し、確認面からの深さは83cmを測る。皿層と総社砂

　　　　層を掘り込み形成されている。W－1と関連をもつ中世の遺構と考えられる。

一D－7号地下式土坑（Fig．26、P　L．7）

　　　　　　　　　　　　　　　　　位置X50・51、Y80・81グリッド

形状等　不整形を呈し、確認面から床面までの深さは3．55mを測る。皿層と総社砂層を掘り込み

　　　　形成されている。いわゆる地下式土坑に比定されるものであるが、遺構中央部の天井に

　　　　あたる部分はすでに崩落しており、床面に厚く堆積している。床面はほぼ円形を呈し、

　　　　平坦な面を形成している。また、入口に当たる部分が東西に1ヵ所ずっあり、どちらか

　　　　一方に特定できない。遺物は、天井崩落後の流れ込みと思われる縄文土器片や羽釜片等

　　　　で床面直上の遺物は皆無であった。

8　グリッド出土遺物

縄文時代

　大屋敷遺跡の縄文時代の調査は遺溝は発見できず、包含層として遺物が確認されたにとどまっ
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た。道路部分の調査ということで、調査区設定が細長いことも一因であろう。遺跡周辺では、縄

文時代遺溝のある遺跡も少なからずあるので、今後の調査如何では検出される可能性はある。

土　 器（Fig．39・40、PL．8）

縄文土器は中期前半の阿玉台式土器、中期後半の加曽利E式、後期初頭の称名寺1式土器が出

土した。このうち大半が加曽利E式（E4）に相当するもので、総点数417点のうち約98％を占

める。次に称名寺1式土器・阿玉台式と続くが、極端に減少する。縄文土器の分布は調査区のA

区を中心にほぼ全域にわたって確認された。しかし、いずれの土器も破片のみであり、’個体を復

元できる物の出土には至らなかった。

　　　　　　　　　　　　・、Tab．1　包含層出土の縄文土器一覧
石　　器（Fig．41・42、PL．14・15）

石器は総点数65点出土している。器種別には、打製石斧

（4点）、削器（3点）、石鍬（3点）が目立っている。打製＼

石斧の量の多さは、中期が中心の大屋敷遺跡の性格を物語る

ものといえよう。また、敲石は12点、凹石・石皿は1点ずつ

出土している。古墳時代の住居趾からの出土もあり、縄文石

器を古墳時代に利用したことも当然考えられる。また、古墳

時代に作られた石器にっいては別項を参照されたい。石材と

しては、黒色頁岩が際立って多く、この周辺地域の縄文時代

における石材利用と合致している。

分　　　類 点数1割合
中期前半　阿玉台式 2　1　0．4

1

中期後半加曽利E式
．（うち加曽利E4式）

520　199．O
　I
518　198．7
　1

沈　線＋縄文 （104）1

微隆起＋縄文 （44）1

沈　　　　線 （75）1

微　隆　起 （35）1

条　　　　線 （11）1

縄　文　部 （121）1

無　文　部 （128）1

後期初頭　称名寺1式 3　1　0．6
1

合　　　計 5251100％

Tab．2　縄文時代石器石材一覧

石　材群
第　1　群
石　　　材

第　　2　群

石　　　　材

第　3　群
石　　　材

第4群

石材
第5群
石　材

その他

合
計

　石材
種類

AIBIC
I　I

黒1チ1珪I　　　　　I

Iヤ1質
曜l　l
III頁l　　　　I

岩1ト1岩

DIE　IF　IGIH
I　I　l　i黒1頁1黒1灰1細

色l　l色1色1粒
I　l安1安1安頁i　I山1山1山

山　1山1山1山1山石1石1石1石1石

IIJIKl　　　　l
I　　　　l

石1ひ1ホ
英1　沙
閃1ん1フ
蜀山i元
石　1石　1ス

L
雲
母
石
英
片
岩

MINI
粗1砂粒1
安1
山1
山　　1　山
石　1石

O
そ
の
他

石　　　錺i 1　11　1 1　1　　1　　1　　1 l　　　　I 1 3
削　　　器 l　　　　I 2　11　1　　1　　1 l　　　　　I 1　　　「 3
打製石斧 、　I　　I1 I　　I　　I　　I1 l　　l2 1 4
敲　　　石 I　　　　　I I　　　　　I　　　　　I　　　　　I I　　l2 1 7　1 2 12

敲石＋凹石 I　　　　　l 1　　　　　『　　　　　1　　　　　『 11　1 1 1
凹　　　石 l　　　　I i　　　　l　　　　I　　　　l I　　　　　I 1　1 1
磨　　　石 l　　　　l I　　　　I　　　　l　　　　I l　I　　I 1 1
石　　　皿 l　　　　l I　　　　　I　　　　　I　　　　　I l　　　　I 1　1 1
剥片・砕片 I　　I4 19　　1　5　　1　1　　1　2　　1　3 l　　　　I 13 2 39

合　　計 1　11　151　　　　　1
22　　1　6　　1　1　　1　2　　1　4

1　　　　1　　　　1　　　　1 1　11　14『　　　　1 1 9　131 4 65

註）石材群にっいては、石材産地との距離、大きさ、硬さ、緻密さ、粘りなどから便宜的に第1～5群まで分類した。

その他の石器は、石鎌・変玄武岩1点、打製石斧・変質玄武岩1点、剥片・凝灰岩質砂岩1点、石英1点である。
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VI　ま と め

　大屋敷遺跡は、八幡川と天狗岩用水に挟まれた台地上に立地しており、特に今年度の調査箇所

は両川の合流点に隣接する段丘崖沿いにあたることから、当初より相当数の遺構・遺物の存在が

予想された。調査の結果を地区ごとにみると、東西に伸びるA区、C区からは縄文時代の遺物お

よび古墳時代から奈良・平安時代にかけての遺構9遺物がまとまって検出され、本遺跡の主体を

なす地区となった。一方、南北に伸びるB区からは質・量ともA区、C区には及ばないが、地下

式土坑や掘立柱建物跡など特徴的な遺構が検出された。以下、時代区分ごとに調査の成果をまと

めてみたい。

◎縄文時代

　大屋敷遺跡の縄文時代は、道路部分の調査ということで調査範囲が限られた。そのためか遺構

は発見できずに遺物包含層の調査にとどまった。出土地点は、C区が中心であり、標高の低いA

区・B区からの出土は少なかった。今後北西側の高台に調査が進めば、遺溝が確認できる可能性

もあるだろう。さて縄文土器は、中期前半の阿玉台式土器から後期初頭の称名寺1式土器まで3

形式417点を出土した。その中でも中期後半の加曽利E式（主にE4）土器がそのほとんどを占

．め総点数の98％に達する。後期になると土器は激減し、称名寺1式がわずかに見られるだけであ

る。また、石器については打製石斧を中心とするなど、この遺跡の性格が中期を中心とするもの

であることがよくわかる。今後の調査で中期から後期へのっながりが、より明確になることを期

待したい。

◎古墳時代

　古墳時代の遺構では住居玩15軒および土坑1基を確認できた。うち、H－6は石田川式土器を

伴う4世紀後半の住居肚である。また、6世紀代を中心とする鬼高式土器を伴う住居趾では6世

紀前半の鬼高1期にあたる住居趾が7軒、6世半ば過ぎから7世紀前半の鬼高II～皿期にあたる

ものが7軒という内容になっている。

　これらのうち鬼高1期に位置付けたH－12では、遺物総数は1000点を越え、竃周辺を中心に圷・

高圷・甕・甑類の完形遺物がセットで出土した。なかでも特筆すべきものとしては、口径30．6cm

を測る大型の高圷（47）がある。底部と脚部を欠損することが悔やまれるが、胎土は非常によく

精選され、色調は橿色を呈する。外面は全体に滑らかで、調整は指による横方向の撫でが、かす

かに認められる程度で整美な仕上がりとなっている。類例は三ッ寺1遺跡および元総社明神遺

跡V（Nトレンチ）にある。今のところ、本遺構で3例目と思われるが、類例の二遺跡はいずれ

も古墳時代居館趾に関連するものである。（注1）

　従来、この大型高圷に固有な名称は与えられていなかったが、本報告書では便宜上、『三ッ寺

型高圷』と呼ぶことにする。既存する二遺跡の報告書によれば、出土場所が前者では濠内、後者
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では溝内で、共にFA（榛名山起源；6世紀初頭）下の出土（注2）であるのに対し、本遺跡では

FA純層の堆積が認められないため確実な時代判定は下せないが、H－12竃周辺の完形土師器類

は5世紀第4四半期に逆上る可能性はある。接合された三ッ寺型高圷の遺物分布状況（Fig．7）

をみると、レベル的には床面から10c皿～34cmの範囲内に点在し、かっ北東方面からの流れ込みを

　　ひ想定させる分布となっている。また、H－12の同プラン上に後続し、かっ鬼高1式土器を伴う住

居趾H－11からの破片検出はみられなかった。本項では、H－12構築→埋没時における高圷片の

流れ込み→H－11の構築という一連の過程が5世紀末葉から6世紀初頭の範囲内におこったもの

としておきたい。時期区分等、多少の諜認はあると思われるが、以上のような状況からして本遺

跡と居館趾との関連性が新たに浮上してきたと言え、一歩進めて述べるならば、総社古墳群の南

側に位置し、山王廃寺（放光寺）、’国分寺・国分尼寺、国府域といった古墳時代から律令期にか

けての中心的建造物を半径1km内におさめる本遺跡の周辺に、三ッ寺居館量とほぼ同時期に併存

した居館趾を想定することもできるであろう。

◎奈良・平安時代

　奈良・平安時代の遺構は住居玩では、8世紀代に位置付けられる住居堆が調査区西側のC区を

中心に5軒、9世紀代に位置付けられる住居趾が東側のA区を中心に7軒検出され、合計12軒を

確認することができた。そのほかC区からは古墳時代鬼高II～皿期に位置付けたH－14を壊す形

で重複する石敷遺構1基が検出された。また、』竃の形状が確認可能な住居趾は全て東竃を有する

・もので、特に輩存状況参比較的良好であったH－24では竃両袖に砂質凝灰岩の切石を組合わせ使

用したも中であっ．た。8世紀代の住居趾は、総じて竃本体の位置がほぼ壁面ラィン上にあり、住

居祉内に本体を有する鬼高期や壁外に本体を付設する平安時代の遺構と併せて竃の形態変遷を跡

　　　　　　　ら
づけることができた。7世紀後期に建立された山王廃寺（放光寺）創建時に比定された瓦類がま

とまって検出された石敷遺構は、鬼高H～皿期の住居祉H－14掘り下げ中偶然の検出であり、判

然としない部分があるが、多数の河原石とともに破片の状態で整地目的で散布された可能性が高

い。山王廃寺廃絶時が現在のところAs－B軽石（浅間山起源；1108年）以前とされているとこ

ろから、石敷遺構自体は平安時代の所産とした。

◎中　　世

　中世の遺構は、地下式土坑1基、掘立柱建物堤1基、井戸趾1基、溝趾2条、土坑37基、落ち

込み1基が確認された。このなかで地下式土坑（D－7）は、天井部分を残して内部をドーム状

に掘り抜いたものであるが本遺跡の場合、入口部分が東西の2ヵ所に存することが注目される。

　本遺構は、厚く堆積した総社砂層を確認面から2mほどほりさげたもので、遺構確認時にはす

でに天井部は崩落しており、内部に堆積していた。床面での平面形はほぼ楕円形を呈する。床直

の遺物は皆無で使用目的も不明であるが、前橋市教育委員会および前橋市埋蔵文化財発掘調査団

の前橋市内の遺跡からも類例があり、現在のところ直葬の墓墳としての見方が一般的である。
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◎今後に向けて

　総社地区内にある本遺跡は、周知のごとく古代上毛野国の中枢地域に属し、本遺跡の主要遺構

群である古墳、奈良・平安時代の住居祉はこの関連の下に捉えるべきものであろう。また、今年

度の発掘調査で検出された『三ッ寺型高圷』および山王廃寺（放光寺）創建時の瓦類は、来年度

以降の調査に新たな方向性を与えるものと言えよう。今年度の調査箇所は台地の南端部分であっ

たが、次年度は八幡川を望む最南端部分および北に広がる台地の中央部が調査対象に予定されて

いる。道路建設に伴う限られた調査ではあるが、今回確認された『三ッ寺型高圷』および山王廃

寺（放光寺）創建時の瓦類に関しても、より具体的な事実が判明するものと思われる。

（注1）一元総社明神遺跡と居館杜との関連については、元総社明神遺跡V（前橋市埋蔵文化財発掘調査団

　　　1986）において走行方位N－260－W、深さ1．9m、総延長32m（部分）のF　A層を上層で含む溝

　　　（W－17）から、「大型高圷」（三ッ寺型高圷）や「赤彩が認められる高圷」、「祭祀的色彩が濃い須

　　　恵器大甕」の検出がみられながらも、W－17を「集落を画するもの」とのみ結論づけている。調査

　　　範囲が狭小であることと上部の削平から居館趾自体の確認はできなかったが、W－17は居館玩を画

　　　する溝と考えられる。

（注2）三ッ寺居館趾の大型高圷がFA下の出土である点にっいては、発掘担当者の下城　正氏の御教授に

　　　よる。

参考文献

群馬県（1988）「群馬県史資料編1原始古代1』群馬県史編さん室
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漠契群馬県埋蔵文化財調査事業団（1988）　　『三ッ寺1遺跡』－

前橋市埋蔵文化財発掘調査団（1986）　『元総社明神遺跡V』

前橋市埋蔵文化財発掘調査団（1989）　　「熊野谷遺跡』

25



付編　大屋敷遺跡の野外地質観察
古環境研究所

　　あ1．はじめに

大屋敷遺跡の発掘調査に伴って、深掘トレンチが作成された。そこで野外地質観察を行い、こ

こで観察された地層について記載を行った。　　　　　＼

2．大屋敷遺跡の周辺の地形と地質

　大屋敷遺跡は、榛名火山南東麓に広がる相馬ケ原扇状地の扇端部に位置している。相馬ケ原扇

状地は、約1．4万年前に榛名火山で発生した山体崩壊とそれに起因する岩屑なだれの流下堆積後

に形成された火山麓扇状地である（早田，1990）。扇状地を構成する堆積物は、扇頂部では礫に

富む砂礫層、扇央部から扇端部にかけては砂に富む砂礫層からなる。

　相馬ケ原扇状地のうち扇頂部での離水は非常に早い段階に行われ、約1．3～1．4万年前に浅問火

山から噴出した浅間一板鼻黄色軽石（As－YP，新井，1962，町田ほか，1984）の降灰時1；は、すで

に離水している。これに対して扇央部から扇端部にかけての離水年代は遅れ、As－YP降灰後

も砂礫の堆積が続いたようである。またこの地域では砂礫の堆積後も完全な陸化は行われてお

らず、泥炭地が形成されたようである。この時に形成された泥炭層の中には、浅間一総社軽石

（As－Sj，早田，1990）が検出される。元総社明神遺跡では、As－Sl直下の泥炭層から11，170±

190y．B．P．（GaK－14760）の14C年代が獲られている（前橋市埋蔵文化財発掘調査団，1990）

　　　　　　　ら
ことから、この泥炭地が形成された年代は約1．1万年前前後と推定される。

　泥炭層の堆積の後、再び扇状地性の地層が開始された。この堆積物は礫がわずかに含まれる砂

層で、すでに形成されていた扇状地の扇央部から扇端部を覆って分布した。早田（1990）はこの

堆積物を扇状地本体を構成する堆積物と区別するため、「総社砂層」と呼んだ。なお扇状地本体

の堆積物は、狭義の「相馬ケ原扇状地堆積物」と呼んでいる。総社砂層の堆積終了時期にっいて、

地質学の手法による詳細な検討はまだ行われていない。

3．大屋敷遺跡の地質層序

　大屋敷遺跡深掘トレンチで観察された地層を柱状図にして図1に示す。地層は大きく下位の成

層した水成堆積物と、上位の土壌に区分される。水成堆積物は、下位より硬く締まった不淘汰な

灰色砂礫層（層厚30cm以上）、褐色砂礫層（層厚21cm）、シルトと砂の互層（層厚17cm）、灰色

砂礫層（層厚12cm）、シルトと砂の互層（層厚7cm）、葉理が発達した灰色砂層（層厚15cm）、

シルトと砂の互層（層厚40cm）、灰色シルト質砂層（層厚21cm）の連続から構成される。これら

一連の地層は、層相から相馬ケ原扇状地堆積物に対比される。含まれる礫は亜円礫で、その最大

26



径は62mmである。

　土壌は、下位より黒色黒ボク土（層厚27cm）、

黒褐色黒ボク土（層厚16cm）、灰色軽石混じりの

黒褐色黒ボク土（層厚29cm）、砂質暗褐色黒ボク

土の連続からなる。これらのうち灰色軽石はよく

発泡しており、～岩相から4世紀中葉に浅間火山か

ら噴出した浅間C軽石（As－C，新井，1979，石川

ほか，1984）に同定される。最上位の暗褐色黒ボ

ク土に含まれる「砂」は、淡褐色の細粒の軽石質

粗粒火山灰からなる。このことから、このテフラ

は1108（天仁元）年に浅間火山から噴出した浅間

Bテフう（As－B，新井，1979）に同定される。

　発掘調査では、黒褐色黒ボク土とその上位の灰

色軽石（As－C）混じりの黒褐色黒ボク土から縄

文時代中期以降奈良平安時代の遺物が検出されて

いる。これらの遺物の層位は、テフラの降灰層準

と大きく矛盾しない。

O

10e

200

cm
●／・／・の

くγ●4
／・．ン94
－
V
　
　

V
　
と
7
鴛享…

丘o■±『ど

，≒＝一〒．

≒，註〒，

．∫魯

葦
二』：？1！宮
姿・』㌻♀1

ゑ

As－B

As－C

総社砂層

回軽石

團粗粒火山炭

四黒色土

囮黒褐色土

□暗艶土
匹］礫

國砂
團シノレト

図1　大屋敷遺跡深堀トレンチの地質柱状図

4．ま　と　め

　大屋敷遺跡深掘トレンチにおいて、地層の記載を行った。その結果大屋敷遺跡では、成層した

厚い水成堆積物の上位に土壌が形成されていることが明らかになった。下位の水性堆積物は、総

社砂層に対比される。また上位の土壌からは、浅間C軽石（4世紀中葉）と浅間Bテフラ（1108年）

が検出された。
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　新井　房夫（1979）　関東地方北西部の縄文時代以降の示標テフラ層．

　　考古学ジャーナル，no．157，P．41－52．

　石川正之助・井上　唯雄・梅沢　重昭・松本　浩一（1979）

　　火山堆積物と遺跡1．考古学ジャーナル，no．157，P．3－40．
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　　　テフラと日本考古学一考古学研究にと関係するテフラのカタログー．古文化財編集委員会編「古文
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早 田　　勉（1990）　群馬県の自然と風土．群馬県史，通史編，1，P．35－129．

27



Tab．3　古墳、奈良・平安時代　土器観察表

番 出土
器形

大きさ
一　　一　　一　　一　　一　　　一　　　一　　一 ①胎土②焼成③色調④残存

一＿一一一一一一一盛一一』一一整一髭一 方　法
一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　　一　　一　　一　　一　　　一 備　　　考

挿図

号 位置 口径　器高 口　縁　・　胴　部 底　　　部 Fig

1 H－1 土師圷 （13．4）［4，8］ ①細粒②良好③榿④1／3 内斜口縁。箆削り。 箆削り。 27

2 H－2 土師圷 13，0　3，4 ①②③橿④4／5 内湾ぎみ。箆削り。 箆削り。 摩耗している。 27

3 H－2 須恵圷 12．4　3，8 ①細粒②良好③緑灰④ほぼ完形 外傾。轍盧。 回転糸切り後撫で調整。 27

4 H－2 須恵椀 （11．6）6．2 ①②③灰白④1／2 やや内湾ぎみ。韓輔。 回転糸切り後撫で調整。 二次焼成を受けている。 27

5 H－2 須恵壺 一　［1a8］ ①②③明オリーブ灰④1／5 口縁部欠損。韓輔。 回転糸切り後撫で調整。 27

6 H－4 手捏ね 7．9　4．4 ①細粒②極好③にぶい榿④完形 外傾。指押さえ。 指押さえ。 全面に指頭痕あり。 27

7 H－4 須恵圷身 （13．6）5．1 ①粗粒②不良③灰④1／2 内傾。明瞭な外稜有り。 肥厚な底部を形成。 27

8 H－4 土師小甕 （11．6）＆6 ①細粒②良好③にぶい榿④1／2 直立ぎみ。箆削り。 27

9 H－4 土師小甕 12，814．2 ①細粒②不良③にぶい橿④ほぼ完形 外反。箆削り。 27

10 H－4 土師甑 （23，6）31．7 ①細粒②良好③淡黄④1／2 わずかに外反。箆削り。 口縁部に最大径を有する。 27

11 H－4 土師甕 （15．8）［15，2］ ①細粒②不良③明赤褐④1／4 外反。箆削り。 28

12 H－6 土師堀 10．4　6．2 ①中粒②不良③明黄褐④完形 外傾。箆削り。 胴部に沈線による稜を形成。 28

13 H－6 土師台付甕 一　［4．6］ ①粗粒②不良③オリーブ灰④1／5 欠損。 内面へ折り返し。 外面に刷毛目。 28

14 H－6 土師台付甕 一　［5，5］ ①中粒②不良③灰黄④不明 欠損。 内面へ折り返し。 外面に刷毛目。 28

15 H－6 土師台付甕 一　［6．7］ ①中粒②極好③暗赤褐④口縁部のみ 欠損。 内面へ折り返し。 外面に刷毛目。 28

16 H－8 土師圷 （14．0）［4．6］ ①細粒②不良③明褐灰④1／4 直立ぎみ。箆削り。 箆削り。 外稜を有する。 28

17 H－9 土師圷 13．0　3，5 ①細粒②良好③榿④1／3 外反。箆削り。 箆削り。 外稜を有する。 28

18 H－10 土師杯 11，4　4．2 ①細粒②良好③浅黄橿④3／4 直立ぎみ。箆削り。 箆削り。 外稜を有する。 28

19 H－10 土師甑 一　［3．6］ ①細粒②極良③榿④底部のみ 欠損。欠損。 刺突による孔有り。 28

20 H－10 土師甕 （20，4）37。7 ①細粒②良③にぶい④4／5 外反。箆削り。 丸底、箆削り。 口縁部に最大径を有する。 28

21 H－10 土師甕 1＆2［2ao］ ①細粒②不良③淡赤橿④1／3 外反。箆削り。 欠損。 口縁部に最大径を有する。 29

22 H－10 須恵甕 （21．6）［15，0］ ①中粒②極良③緑灰④1／6 外反。頚部、波状紋。胴部外面叩き目。内面青海波を有する。 29

23 H－11 土師圷 （10．4）3，2 ①細粒②良好③にぶい榿④2／3 内湾。箆削り。 箆削り。 28

24 H－11 土師圷 （11．2）3．8 ①細粒②良好③にぶい橿④1／2 内湾。箆削り。 箆削り。 28

25 H－11 土師圷 12．4　5，1 ①細粒②良好③榿④完形 緩やかに外反。箆削り。 箆削り。 外稜を有する。 28

26 H－11 土師圷 12．0［5．5］ ①細粒②良好③榿④5／6 緩やかに外反。箆削り。 箆削り。 外稜を有する。 29

27 H－11 土師圷 14．4　5．1 ①細粒②良好③榿④ほぼ完形 内斜口縁。箆削り。 箆削り。 29

28 H－11 土師圷 （17．4）6．5 ①細粒②良好③榿④1／2強 内湾。箆削り。 箆削り。 29

29 H－11 土師高圷 14．0　9，3 ①細粒②良好③橿④3／4 緩やかに内湾。箆削り。 横撫で。『 内面に暗紋状磨き。 29

30 H－11 土師壺 （18．0）［硫6］ ①中粒②良好③榿④口縁部1／2 有段口縁。横・縦方向の箆磨き。 欠損。 29

31 H：一11 土師甕 15，828．7 ①中粒②不良③にぶい榿④1／2 緩やかに外反。箆削り。 胴部に最大径を有する。 30

32 H－11 土師壺 （13，2）20。4 ①細粒②良好③赤橿④2／3 外反。箆削り。 30

33 H－11 土師甕 18，433．4 ①中粒②良好③にぶい褐④ほぼ完形 外反。箆削り。 胴部に最大径を有する。 30

34 H－12 土師圷 （13，8）5．4 ①細粒②良好③榿④1／2 緩やかに外反。箆削り。 箆削り。 外稜を有する。 30

35 H－12 土師圷 12．8　4．7 ①細粒②極良③榿④完形 緩やかに外反。箆削り。 箆削り。 外稜を有する。 30

36 H－12 土師圷 12，8　5，6 ①細粒②良好③明赤褐④ほぼ完形 緩やかに外反。箆削り。 箆削り。 外稜を有する。 30

37 H－12 土師圷 （12，0）5．2 ①細粒②極良③橿④3／4強 緩やかに外反。箆削り。 箆削り。 外稜を有する。 31

38 H－12 土師圷 （12．5）［5，6］ ①細粒②良好③榿④1／4 緩やかに外反。箆削り。 箆削り。 外稜を有する。 31

39 H－12 土師圷 （12．0）［5．3］ ①細粒②極良③明赤褐④1／2 緩やかに外反。箆削り。 箆削り。 外稜を有する。 31

40 H－12 土師圷 （12．0）6．5 ①細粒②良好③明赤褐④2／5 内湾。箆削り。 箆削り。 内面に暗紋状磨き。 31

41 H－12 土師圷 14．6　8。3 ①中粒②良好③橿④ほぼ完形 内斜口縁。箆削り。 箆削り。 内面に暗紋状磨き。 31

42 H－12 土師高圷 （14．2）9，9 ①中粒②良好③榿④1／2 内斜口縁。箆削り。 横撫で。 内面に暗紋状磨き。 31

43 H－12 土師増 10，013．4 ①細粒②良好③赤榿④2／3 外傾、横撫で。暗紋。 箆削り。 外面縦方向の暗紋状磨き。 31

44 H－12 土師小甕 11，610．5 ①中粒②不良③にぶい榿④4／5 直立、横撫で。箆削り。 胴部に最大径を有する。 31

45 H－12 土師小甕 11，616．8 ①中粒②良好③淡赤榿④完形 短く外反。箆削り。 胴部に最大径を有する。 31

46 H－12 土師甕 17．4［12，5］ ①中粒②不良③にぶい黄橿④1／2 外反、横撫で。箆削り。 欠損。 31

47 H－12 土師大高圷 （28，2）［12．6］ ①細粒②極良③榿④1／3 外反ぎみ。横撫で。 欠損。 口唇部凹線を有す。 31

48 H－12 土師小甕 13，615．5 ①中粒②良好③にぶい黄榿④ほぼ完形 外反、横撫で。箆削り。 胴部に最大径を有する。 32

49 H－12 土師甕 16，621．4 ①細粒②良好③橿④ほぼ完形 外反で横撫で。箆削り。 胴部に最大径を有する。 32

50 H－12 土師甕 （13，0）［16，0］ ①細粒②極良③榿④1／2 短く外反。不定方向箆磨き。 内面に輪積痕。・ 32
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51 H－12 土師甕 20．5［11．5］ ①細粒②良好③淡い赤榿④1／3 外反、横撫で。箆削り。 欠損。 32

52 H－12 土師甕 一　［22．1］ ①中粒②良好③明赤褐④口縁部以外 欠損。箆削り。 摩耗が著しい。 32

53 H－12 土師堀 一　［12．3］ ①粗粒②不良③榿④1／3 欠損。箆削り。 箆削り。 32

54 H－12 土師甑 20，424．2 ①中粒②良好③にぶい榿④ほぼ完形 外反、横撫で。箆削り。 口唇部に凹線を有す。 33

55 H－12 土師甑 （22，2）［16，5］ ①細粒②極良③赤榿④1／5 外反、横撫で。箆削り。 胴部、指頭痕。 、33

56 H－12 羽　　口 3．8　7．6 ①中粒②良好③榿④完形 指撫で。 指撫で。 33

57 H－13 須恵羽釜 一　［5．7］ ①細粒②良好③にぶい褐④口縁部のみ 直立、横撫で。輔輔。 欠損。 33

58 H－14 カワラケ 9．8　2．6 ①細粒②良好③にぶい榿④4／5 外傾。轍盧。 右回転糸切り痕。 33

59 H－14 土師圷 （17．2）4．7 ①細粒②良好③榿④1／4 内湾、横撫で。箆削り。 箆削り。 33

60 H－14 須恵圷 9．6　2．6 ①細粒②良好③オリーブ灰④ほぼ完形 外傾。軸盤。 回転糸切り後撫で調整。 33

61 H－14 須恵圷 10，4　3．1 ①細粒②良好③灰④完形 内湾、横撫で。輔輔。 回転糸切り後撫で調整。 33

62 H－14 須恵圷 9．7　3，7 ①細粒②良好③灰白④2／3 直立、横撫で。轍盧。 回転糸切り後撫で調整。 33

63 H－14 須恵圷 （9．6）［3，3］ ①細粒②良好③褐灰④1／2 直立、横撫で。輔輔。 回転糸切り後撫で調整。 33

64 Hr14 土師高圷 11，5　5．4 ①細粒②良好③榿④ほぼ完形 外傾、横撫で。箆削り。 箆削り。 外稜を有す。 33

65 H－14 須恵椀 （17．8）7，2 ①細粒②良好③緑灰④1／3 外傾。轍盧。 回転糸切り後調整。 高台後付け。 33

66 H－14 土師甕 一　［16，5］ ①中粒②良好③黄榿④1／4 欠損。箆削り。 胴部内面指圧痕。 34

67 H－14 須恵大甕 （22．2）44．9 ①細粒②極良③緑灰④1／3 外反。外面に叩き目。 丸底。 胴部内面青海波。 34

68 H－15 土師圷 10．7　3．3 ①細粒②良好③にぶい赤褐④ほぼ完形 内湾、横撫で。箆削り。 箆削り。 34

69 H－15 須恵圷 9．0　3，3 ①細粒②極良③暗緑灰④ほぼ完形 直線的に外傾。輔韓。 右回転箆切り。 34

70 H－16 須恵高台椀 13．4　4．8 ①中粒②良好③榿④3／4 端部外反。轍盧。 回転糸切り痕。 高台後付け。 34

71 H－16 須恵高台椀 12．8　4．4 ①中粒②良好③灰白④ほぼ完形 端部外反。軸輔。 右回転糸切り痕。 高台後付け。スス付着。 34

72 H－16 須恵高台椀 （13．0）4，9 ①細粒②極良③灰黄褐④3／4 端部外反。軸薩。 回転糸切り後撫で調整。 高台後付け。 34

73 H－17 土師高圷 （8．0）［11．6］ ①細粒②極良③榿④脚部2／3のみ 欠損。脚部に暗文。 34

74 H－17 土師甑 （21，6）22，9 ①中粒②良好③橿④脚部1／2 「く」の字状口縁。箆削り。 口縁部に最大径を有す。 35

75 H－18 土師圷 （12．5）［4，8］ ①細粒②良好③にぶい橿④1／3 やや内湾。外稜有り。 箆削り。 35

76 H－18 土師圷 （13．4）［4，2］ ①細粒②良好③灰褐④1／3 やや内湾。外稜有り。 箆削り。 内部まばらな暗文有り。 35

77 H－18 土師甕 16，828．4 ①中粒②良好③明黄褐④ほぼ完形 外反。縦方向箆削り。 箆削り。 胴部に最大径を有す。 35

78 H－18 土師甕 19．6［31，5］ ①中粒②良好③にぶい橿④2／3 短く外反。縦方向箆削り。 欠損。 口縁部に最大径を有す。 35

79 H－22 土師圷 12．5　4．5 ①中粒②良好③赤褐④4／5 やや内湾、横撫で。 箆削り。 内面放射状暗文有り。 35

80 H－22 土師圷 （13．4）4．2 ①細粒②極良③榿④1／2 内斜口縁。横撫で。 箆削り。 内面放射状暗文有り。 35

81 H－22 土師圷 13．7　5．3 ①細粒②良好③赤褐④ほぼ完形 内斜口縁。横撫で。 箆削り。 内面放射状暗文有り。 36

82 H－22 土師甕 一　［6，1］ ①中粒②良好③明赤褐④1／6 欠損。箆削り。 ほとんど底部のみ残存。 36

83 H－24 土師圷 （11．4）3．5 ①細粒②不良③にぶい赤褐④1／2 やや外傾。横撫で。 全体にひび割れ。 全体に粗雑なっくり。 36

84 H－24 土師圷 （13，6）4．0 ①細粒②良好③にぶい榿④1／2 内湾、横撫で。箆削り。 箆削り。 底部の削りが目立っ。 36

85 H－24 土師圷 （14，4）3．9 ①細粒②良好③にぶい橿④1／2 直線的に外傾。箆削り。 箆削り。 内面放射状暗文有り。 36

86 H－24 須恵圷蓋 （17．0）2，8 ①細粒②極良③灰黄④1／2 天井部のつまみに右回転糸切り痕。 口縁部の返り消失。 外面に自然粕。 36

87 H－25 土師圷 10．8　3，6 ①細粒②良好③橿④2／3 内湾、横撫で。 箆削り。 36

88 H－27 土師圷 12，2　7，5 ①細粒②良好③明赤褐④1／2 内斜口縁。箆削り。 箆削り。 内面放射状暗文有り。 36

89 D－1 須恵圷身 10，4　4，6 ①細粒②良好③緑灰④1／2 内傾。稜は短い。 回転箆調整。 口縁端部に凹線。 36

90 X47Y76 土師圷 13．8　3．5 ①細粒②良好③にぶい褐④ほぼ完形 直立、横撫で。 箆削り。 36

91 X48Y76 須恵高台椀 （16．0）＆7 ①細粒②極良③褐灰④1／3 外傾。轍藍。 回転糸切り後調整。 高台後付け。 36

92 X51Y75 須恵高台椀 14，5　5，9 ①中粒②良好③にぶい黄榿④3／4 直線的に外傾。輕輔。 回転糸切り痕。 高台後付け。 36

93 X58Y76 須恵高台椀 12．4　4．6 ①細粒②良好③にぶい榿④2／3 端部わずかに外反。輔櫨。 右回転糸切り痕。 高台後付け。 36

94 C区覆土 須恵増 （8．0）8．8 ①細粒②極良③灰白④1／3 やや内湾。軸態。 回転箆調整。 底部肥厚 36

観察表　註）表の記載は以下の基準で行った。

　　　　1．胎土は細粒（0．9mm以下）、中粒（1．0～1．9mm）〔丸粗．粒（2．Omm以上）とし、特殊な鉱物が入る場合に鉱物名を記載。

　　　　2．焼成は極良・良好・不良の3段階評価。

　　　　3．色調は土器外面で観察し、色名は新版標準土色帖（小山・竹原1976）によった。

　　　　4．大きさ、重さの単位はそれぞれcm、gであり、現存値を［］、復元値を（）で示した。
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Tab．4瓦観類察表

Nα 出土地

瓦の

種別

厚
さ
（
c皿）

胎土 焼成 成　　　形　　　技　　　法 整形技法
摘要 Fig

素
地 霧

焼き

上り
色調

粘土版剥取
作り

桶寄

木痕

粘土版

合せ目

布の
合せ目

叩目
轄櫨
痕

箆
削

布の擦消 側部

凹面 凸面 凹面 凸面 面取』

1 H－2’ 女瓦 1．9 密 少 硬 灰白 桶巻 ○ ○轍盧 秋間 37

2 H－2 女瓦 1．4 密 少 硬 灰 ○ 桶巻 ○ OS ○轍藍 秋間 37

3 H－7 女瓦 1．9 密 少 硬 灰褐 一作 藤岡 37

4 H－8 女瓦 2．1 並 並 硬 灰白 ○ 桶巻 ○ ○ 輔韓 秋間 37

5 H－9 女瓦 2．4 密 少 締 灰 桶巻 ○ 輔輪 ○ 側3 秋間 37

6 H－9 男瓦 1．2 密 少 硬 灰白 半裁 輔櫨 秋間 37

7 H－14 女瓦 2．7 密 少 硬 暗灰 ○ 桶巻 ○ 縄単 輔櫨 端1 秋間 37

8 H－14 男瓦 1．2 密 少 締 暗灰 半裁 OS 側2 秋聞 37

9 H－14 男瓦 1．1 密 少 締 暗灰 半裁 ○ 秋間 37

10
H－14 女瓦 1．5 並 少 硬 灰白 桶巻 ○ 平行 秋間 37

11
H－14 女瓦 1．7 密 少 硬 灰 桶巻 ○ 縄単 秋間 37

12
H－16 女瓦 1．4 密 少 硬 灰 ○ 桶巻 ○ 轄輔 秋間 37

13 石敷遺構 女瓦 2．2 密 少 締 灰 ○ 桶巻 ○ 輔韓 秋問 37

14 石敷遺構 女瓦 1．5 密 少 締 灰 ○ 桶巻 ○ 縄単密 秋間 38

15 石敷遺構 女瓦 1．9 並 少 硬 黄灰 ○ 桶巻 輔輔 単3 秋間 38

16 石敷遺構 女瓦 2．5 密 並 硬、 灰 桶巻 朝i櫨 ○ 秋間 38

17 石敷遺構 女瓦 2．1 密 少 締 灰 桶巻 ○ 輕櫨 秋間 38

18 石敷遺構 女瓦 1．6 密 少 硬 灰褐 桶巻 縦箆撫 乗附 38

19 O－1 女瓦 1．2 密 少 硬 灰 桶巻 ○ 輔櫨 端2 秋間 38

20 O－1 男瓦 1．2 並 少 軟 灰白 紐作 OZ 韓櫨 端2 秋間 38

21 X51－Y77 女瓦 2．1 並 少 軟 黄灰 ○ 桶巻 競櫨縦撫 乗・藤 38

22 X52－Y77 男瓦， 1．2 密 少 硬 灰 ○ 半裁 ○ 縄密輔櫨撫 軸i櫨 秋間 38

23 X51－Y80 女瓦 1．9 密 少 締 灰 ○ 桶巻 OZ 輔櫨 秋間 38

24 X51－Y82 慶斗瓦 2．0 密 少 硬 灰 OZ 輔韓 側5 秋間 38

25 X56－Y76 女瓦 2．0 並 少 硬 黒灰 一か ○ 笠懸 38

26 C区フク土 女瓦 2．3 密 少 締 灰 ○ 桶巻 ○ OZ 輔櫨 側2 秋間 38

　大屋敷遺跡出土の瓦類にっいて

　　　　　　　　　＼　＼　木津博明（駅群馬県埋蔵文化財調査事業団）

大屋敷遺跡の発掘調査の出土遺物中に瓦類が26点あった。筆者は、市教育委員会より「元総社明神遺跡』

同様に、瓦類の観察依頼を受けた。観察の方法・趣旨は元総社明神遺跡と同一であるので同書を参照して戴

きたい。今次の調査は、後年も継続調査が実施される予定であるのと、それに伴い瓦類の出土も見込まれる

為、以下には、観察一覧表と特に指摘出来ることに就いて記述しておく。

出土した瓦類は、広義の“山王＝秋間系”瓦が大半であるものの、国分寺創建瓦が1点含まれている。こ

の“山王＝秋間系”が大半を占める要因として、大屋敷遺跡の立地に最大要因が因在する。この立地とは、

大屋敷遺跡は、八幡川と天狗岩用水が合流する地帯である。近接する遺跡には、総社古墳群と八幡川を隔て

至近の位置に放光寺跡（山王廃寺）が位置している。だが、「放光寺」（山王廃寺）の西側に近接する国分境

遺跡では、“山王一秋間系”より、国分寺系瓦が主体を占めるという相反する実態がある。この両者の在り

方は、「放光寺」（山王廃寺）と係わり方に内在すると考えられる。則、大屋敷遺跡は、「放光寺」（山王廃

寺）と密接な関係にあったことを物語ている。

今次の報告では、上記の点を指摘するに留め、今後の新たな発見に期待したい。

註1，大江正行「田端遺跡出土の瓦類にっいて」『田端遺跡』財）群馬県埋蔵文化財調査事業団昭和61年

註2，拙稿「周辺遺跡」『上野国分僧寺・尼寺中問地域3』財）群馬県埋蔵文化財調査事業団昭和62年、

　　「古代群馬郡考」「群馬文化』
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Tab．5　縄文土器観察表

番号 出土位置 ①胎土②焼成③色調④残存 文様要素 文様構成・器形の特徴 備　考

1 表　　採 ①中粒（金雲母）　②極良③にぶい褐　④胴部 微隆起平行沈線 大屋敷遺跡の縄文土器構成は、大きく 阿玉台

2 X48Y77 ①中粒（金雲母）　②極良③にぶい赤褐④胴部 微隆起刺突 分けて阿玉台式・加曽利E式・称名寺1 阿玉台

3 X46Y77 ①細粒　　　　②良好③にぶい黄褐④胴部 撚糸文 式に分類される。 加曽利E

4 X47Y76 ①細粒（白色鉱物）②良好③にぶい黄褐④胴部 微隆起　縄文LR 阿玉台式土器（1・2）には、大きな 加曽利E3

5 表　　採 ①中粒　　　　②良好③にぶい黄榿④胴部 集合沈線 目印となる金雲母が、胎土に含まれてい 加曽利E4

6 X46Y77 ①中粒（黒雲母）　②良好③榿　　　　④口縁 沈線縄文RL る。（2）は微隆起上に刻みが入り、そ 加曽利E4

7 X44Y76 ①中粒　　　　②良好③にぶい黄榿④口縁 微隆起縄文RL の周囲に2列の縦長の刺突を持つ。 加曽利E4

8 X47Y76 ①中粒（白色鉱物）②不良③黄褐色　　④胴部 微隆起縄文LR 加曽利E式土器（3～27）は、そのほ 加曽利E4

9 X47Y76 ①細粒（白色鉱物）②良好③浅黄　　　④口縁 沈線縄文LR とんどをE4式に細分できる。（3）は、 加曽利E4

10 X47Y76 ①中粒（石英）　②不良③にぶい黄褐④口縁 微隆起縄文LR 細分は避けたが、撚糸文を持ちこの時期 加曽利E4

11 X47Y77 ①中粒（石英）　②良好③明黄褐　　④口縁 沈線条線 では類例は稀な存在である。　（4）は、 加曽利E4

12 X50Y75 ＠中粒　　　　　②良好③にぶい黄榿④胴部 条線　沈線　縄文L　R 2条の微隆起を持つE3式に分類でき 加曽利E4

13 X47Y76 ①中粒　　　　②良好③明黄褐　　④胴部 微隆起縄文LR る。 加曽利E4

14 表　　採 ①細粒　　　　②良好③にぶい黄褐④口縁 微隆起縄文LR さて、E4式の文様構成は、主に4っ 加曽利E4

15 X47Y76 ①細粒（白色鉱物）②極良③明黄褐　　④胴部 微隆起縄文LR に分けられる。①微隆起とその区画内に 加曽利E4

16 X47Y76 ①中粒（白色鉱物）②良好③にぶい褐　④口縁～胴部 微隆起縄文LR 縄文を充填するもの、②沈線文とその区 ㌍曽利E4

17 X46Y77 ①中粒　　　　②良好③にぶい黄褐④胴部 縄文RL 画内に縄文を充填するもの、③条線、④ 加曽利E4

18 X48Y77 ①細粒（白色鉱物）②良好③にぶい黄褐④把手 刺突　沈線　縄文LR 集合沈線である。その中で中心となるも 加曽利E4

19 表　　採 ①細粒　　　　②極良③明褐　　　④胴部 沈線縄文RL のは、①と②であり、これでその大多数 加曽利E4

20 X47Y76 ①細粒　　　　　②良好③明黄褐　　④胴部 微隆起縄文LR を占める。（7）は、微隆起上に縄文が 加曽利E4

21 表　　採 ①中粒　　　　②不良③浅黄　　　④胴部 集合沈線 入る。（16）は文様構成に刺突が加わる。 加曽利E4

22 X48Y77 ①細粒（石英）　②良好③浅黄　　　④口縁 羽状縄文上段R　L下段L　R 称名寺式との関連も考えられるが、縦長 加曽利E4

23 表　　採 ①細粒　　　　②良好③にぶい黄榿④口縁 沈線縄文RL の刺突であることから加曽利E式に分類 加曽利E4

24 表　　採 ①中粒（石英）　②良好③明黄褐　　④口縁 集合沈線 した。（25）は、口縁部に微隆起を持ち 加曽利E4

25 X47Y77 ①中粒　　　　　②不良③にぶい黄　④胴部 集合沈線 その下に縄文と沈線区画を入れている。 加曽利E4

26 X48Y77 ①中粒（石英）　②良好③にぶい黄褐④口縁 微隆起　沈線　縄文L　R 沈線区画を内は無文となっている。 加曽利E4

27 表　　採 ①中粒（石英）　②極良③明黄褐　　④胴部 沈線縄文RL 称名寺1式は3点のみの出土である。 加曽利E4

28 X46Y76 ①細粒　　　　②極良③にぶい褐　④胴部 沈線縄文LR （28・29）は口縁に特徴的な2列の円形 加曽利E4

29 表　　採 ①中粒　　　　②良好③にぶい黄褐④胴部 渦巻文縄文LR 刺突を持っ。さらに（29）は、その下に 加曽利E4

30 X46Y77 ①細粒　　　　　②極良③橿　　　　④口縁 刺突 沈線による区画を持ち縄文を充填してい 称名寺1

31 X46Y76 ①細粒（黒雲母）　②良好③榿　　　　④口縁 刺突沈線　縄文L　R る。（30）は、胴部に刺突が入る。 称名寺1

32 X48Y77 ①細粒　　　　②不良③にぶい黄褐④胴部 刺突縄文RL 称名寺1一

註）表の記載は以下の基準で行った。

①胎土は、細粒（0．9mm以下）、中粒（1．0～1．9mm）、粗粒（2．Omm以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名

　　を記載。

②焼成は、極良・良好・不良の三段階。　　　　　　　　　　　　　　　ノ
③＼色調は土器外面で観察し、色名は新版標準土色帳（小山・竹原1976）によった。

、④残存は復元個体に限って記載。その他の小片にっいては所属部位を記載した。
＼、

31



Tab．6　石器・石製品観察表

番号 出土位置 器　　種 長　　幅　　厚　　重　さ 石　　材 備　　　　　　　　　　考

1 X47Y77 石　　　鎌 ［L5］［1．5］［α3］［　α5］ 黒　曜　石 先端部と左側縁の欠損。

2 X49Y75 石　　　鎌 ［22］』［LOコ［α3］［　α7］ 変玄武岩 右側縁と先端部のの欠損。凹基無茎鎌。

3 X48Y77 石　　　鎌 a6［L9］　α3［　1．4］ チャー　ト 幅広な凹基無茎鎌の右側縁の欠損品。

4 X47Y77 削　　　器 2。1　　ao　　α7　　　7。8 頁　　　岩 上端に自然面を残す。 縄

5 X51Y79 削　　　器 ［ε3］［ag］　α7［250］ 黒色頁岩 打製石斧の欠損を再利用したもの、欠損部にも細かい調整を加える。

6 X50Y77 削　　　器 ［ag］　こ8　α7［2宅8］ 黒色頁岩 凹基無茎鎌の先端部の欠損品。

7 X46Y76 打製石斧 ［a5］［a6］［α7］［1LO］ ホルンフェルス 胴部～刃部の欠損。基部上端に自然面を残す。

8 X50Y83 打製石斧 ［ag］［生9］　1．6［6乳2］ 珪質頁岩 基部の欠損。表面に自然面が見られる。短冊型

9 X47Y77 打製石斧 ［58］　51　1．3［71．0］ 変質玄武岩 基部の欠損。裏面に使用痕が見られる。表面に自然面を残す。

10 X47Y76 打製石斧 ［乳1］　4．5　　L4［　52］ 細粒安山岩 刃部の一部と基部の欠損。表面に自然面が見られる。掻型打製石斧。 文

11 X54Y76 打製石斧 14．7　　眠8　　1．3　　21α0 ホルンフェルス 大型の横長剥片を利用。器体上部が内湾。基部上端に自然面を残す。

12
H－17 敲　　　石 ［49］［乳8］［ao］［348．0］ 粗粒安山岩

13 X48Y76 敲　　　石 ［兄1］　τ0　　26［22ao］ 粗粒安山岩 敲石・凹石・磨石・石皿は、14点出土した。これらは、そのほと

14 H－　9 敲　　　石 ［ヱ9］　a2　　a3［424。0］ 粗粒安山岩 んどが古墳時代の住居：趾からの出土である。縄文時代の石器を古墳

15
H－13 敲　　　石 ［11．0］　4．1　　L6［111．0］ 雲母石英片岩 時代に転用する場合も十分考えられるので、出土位置は住居玩番号

16
H－25 敲　　　石 12、1　　　　　4。3　　　　　3．2　　　　235．0 粗粒安山岩1 とした。 石

17
H－10 敲　　　石 13．2　　6．6　　3。7　　51α0 石英閃緑岩 敲石は、偏平の楕円礫を使用し上下両方もしくは片方に敲打痕が

18
H－22 敲　　　石 14。8　　6．3　　4．2　　51α0 ホルンフェルス 観察できるものが中心である。その中で（13）は、楕円礫の偏平面

19
H－10 敲　　　石 14．4　　　　　6．6　　　　　＜L5　　　　570。0 粗粒安山岩 に敲打痕が来る。（21）は楕円礫の長辺端部を使用せず短辺の両端

20 H－22 敲　　　石 1ag　　＆3　　生2　　55α0 粗粒安山岩 に敲打痕が見られる。

21

H－18 敲　　　石 12．7　　a3　　4．9　　580．0 粗粒安山岩 石材は、14点中8点と半数以上が粗粒安山岩で占められる。（15）

22
H－18 敲石＋凹石 145　　丘8　　3．5　　419．0 ひ　ん　岩 は雲母石英片岩を使用し三波石系統のものである。 器

23
H－10 凹　　　石 ［1α2］［τ7］［生1］［2491］ 粗粒安山岩

24 H－　9 磨　　　石 1α1［a6］　a2［414．0］ 石英閃緑岩

25
H－15

石
、
　
　 皿 ［a5］［＆0］［a8］［23ao］ 粗粒安山岩

26 X51Y80 磨石＋凹石 8．6　　　　　6．5　　　　　2。3　　　　146．0 ニッ岳軽石

27
H－11 臼　　　玉 α7　　α7　　α3　　　α2 滑石質蛇紋岩 古墳時代以降の石器は、ニッ岳の軽石を使用した磨石＋凹石（26）

28
H－27剣形　品 ［1．7］［ao］［25］［　a1］ 緑色片岩 と蜂の巣石（36）の2点である。いずれも加工が容易なことから軽

古
29

H－12 剣　形　品 3。6　　a5　　α5　　　6。3 滑　　　石 石が利用されたのであろうが、時代の違いをよく物語っている。
墳

30
H－12 剣　形　品 ［ao］［L3］［α4］［　a2］ 滑　　　石 石製品は、H－11号住居趾からは臼玉が、H－12・27号住居肚か

31 X61Y77 紡錘車 ［1．5］［a2］［a1］［　a2］ 滑　　　石 らは剣形品が出土しており、これ以外の住居趾からは出土していな 時
代

32 B区フク土砥　　　石 ［51］　a2　　1．5［2a2］ 流紋　岩 い。このようなことから、3軒の関係が注目される。
以

33 H－　9 石　　　臼 ［a5］［a5］［44］［12ao］ 粗粒安山岩 （35）は五輪塔で、火輪の部分である。この石材もニッ岳軽石を
降

34 1－　1 石　　　臼 ［1α8］［a4］［τ9］［9αユ0］ 粗粒安山岩 使用している。

35
H－15五輪　塔 ［＆3］［2a8］［＆2］［1100。0］ ニッ岳軽石

36 X47Y76 蜂の巣石 247．0　　　　33。4　　　　17．0　　　18500。0 ニッ岳軽石

註）表の記載で、大きさと重さについての単位はcm、gであり、現存値は［］で示した。

　　1～25は、縄文時代の石器。26～36は、古墳時代以降の石器もしくは石製品である。
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層　褐色細砂層　粘性弱、締まり弱。砂層を10％含む。

H－1号住居玩P　l

1　層　褐色細砂層　粘性あり、締まりあり。

　　二次堆積のAs－C20％（φ3m皿）、炭化物粒5％含む。

2　層　にぶい褐色細砂層　粘性あり、締まりあり。

　　As－C5％、炭化物粒、焼土粒若干含む。
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H－2号住居杜
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2　層　暗褐色細砂層　粘性強、締まり強。炭化物5％含む。

3　層　暗褐色細砂層　粘性強、締まり強。
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　　灰30％、焼土10％含む。
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2　層　褐色砂層　粘性弱　締まり強。

　　砂層まじり。

Fig．9　H－1～3号住居趾
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2　層　暗褐色細砂層　粘性あり、締まり強。
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9　層　赤褐色微砂層　焼土中心。

H－5号住居量
1　層　暗褐色細砂層

2　層　褐色細砂層

H－6号住居杜
・1　層　黒褐色粗砂層

2　層　暗褐色細砂層

Fig．10　H－4～6号住居杜
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H－8号住居玩
1　層　褐色粗砂層　粘性あり、締まりあり。

　　　¢5mmのHr－FP40％、φ2～3mmのAs－C10％、
　　焼土粒若干含む。
2　層　暗褐色細砂層　粘性あり、締まり強。

　　　φ3mmのHr－FP10％、焼土粒、炭化物粒若干含む。
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1　層　極暗赤褐色粗砂層　粘性あり、締まり弱。

　　焼土ブロック20％含む。
2　層　極暗褐色粗砂層　粘性あり、締まり弱。

　　焼土ブロック10％、灰10％、As－Cをわずかに含む。

3　層　暗赤褐色細砂層　粘性弱、締まりあり。

　　焼土粒60％含む。

Fig．11　H－7・8号住居祉
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0 1：30 1m
陶 1閃

　　AL＝124．1m

0 1：60

耕作土

2m

　　　A’C　　σ

H－15号住居量
1　層　黒褐色粗砂層　Hr－FPl5％、As－C10％含む。

2　層　暗褐色細砂層　Hr－FP、As－Cともにわずか含む。

H－16号住居玩
1　層　暗褐色細砂層

　　Hr－FP5％、As－C10％含む。
2　層　褐色細砂層

　　Hr－FP、As－Cともにわずかに、砂層ブロック10

　　％含む。

H－16号住居趾竃

1　層　暗褐色粗砂層

　　As－Cをわずかに、焼土ブロック（φ1～5mm）5

　　％含む。
2　層　暗赤褐色細砂層

　　焼土ブロック（φ10～30mm）40％含む。

3　層　黒褐色微砂層

　　焼土ブロック（φ5～20mm）10％、灰40％含む。

4　層　褐色細砂層

　　焼土ブロック（φ5～10mm）10％、砂層ブロック20

　　％含む。

Fig．16　H－15・16号住居祉
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ぐ H－17号住居趾
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　父1焼土ブロッタ

勿
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曾
刈
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樽
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H－19号住居吐

　1の

粘土ブロッタ107
焼土ブロック　8

0

………

1130 1m

6

4④

＼
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4

H－19号住居趾竈

1切

遭’

　1四
A　L＝123．7m

0 1：60

陶

1

勿

2m

2

　　　　［　　　　1助
　　　　』
　　　　器
　　　　ヨ　　　　ヨi貿L一・23．7m　　　へ

　　　　　　0　　　1＝30　　　1m

H－17号住居肚竈

1　層　黒褐色粗砂層

2　層　暗褐色細砂層

3　層　赤褐色細砂層

4　層　褐色細砂層
5　層　褐色細砂層・

　　　　　　　H－19号住居玩
6　層　赤褐色細砂層　　　　1　層　黒褐色細砂層

7　層　にぶい黄褐色微砂層　　2　層　暗褐色細砂層

8　層　黒褐色細砂層

9　層・黒色細砂層

10層　極暗褐色細砂層

H－19号住居趾竃

1層褐色粗砂層
2　層　暗褐色細砂層

3　層　極暗赤褐色細砂層

4　層　暗赤褐色微砂層

Fig．17　H－17・！9号住居趾
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H－18号住居堆竃

1　層　赤黒色微砂層

2　層　黒褐色細砂層

　　焼土粒（φ2～5mm）5％含む。’
3　層　にぶい黄褐色細砂層

　　白色粘土40％、φ5～20mmの焼土粒10％含む。

4層褐色粗砂層
　　φ5～20m皿の焼土20％、白色粘土20％含む。
5　層　暗赤褐色粗砂層　φ10～30m皿の焼土30％含む。

6　層　暗褐色細砂層　焼土10％、白色粘土10％含む。

　　　　　　　　　　　　　A7　層　黒褐色細砂層　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　灰中心。φ5～20mmの焼土粒10％含む。L＝123・7m

8　層　暗褐色細砂層

　　φ10～30mmの焼土粒20％、灰10％含む。

9　層　暗赤褐色微砂層　焼土中心。

10　層　極暗赤褐色微砂層

4
＼
　　　　H－18号住居吐

耕作土

23105
　　　3

3
焼曳ブロック

3　4　　　　　10

雛．9勿
《

乙
3

87 6・9

5

2

A

米占土ブロッタ

H－18号住居吐竈

％

⑦

1田

《ノ

0 1：30 1m

・4・

、 ＠

懸

め

陶

■

”
一　H－18号住居趾
の
シ。　1　層　赤黒色微砂層　灰中心。

ぎ　2　層　黒褐色細砂層　　　　　　　　陶

　　　焼土粒（φ2～5mm）5％含む。

　Ol

　Qt

耕作土

1叩

L＝123．7mA

％
H－18号住居肚P　l

1　層　暗褐色細砂層

　　φ10mmのAs－C20％、炭化物粒若干含む。
2　層　黒褐色細砂層

　　φ10mmのAs－C5％含む。

0 1＝60

L＝123．4m　C一

2m

△

　　勿
総社砂層ブロック

　　遺物P
　茎

湯

Fig．18　H－18号住居杜
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H－20号住居吐

回 A’

い
ll

冨
曾
Oo

i…i

i閃

H－21号住居虻

1ロ

＠

　　　　　　W－1
H－20号住居杜
1　層　暗赤褐色細砂層

　　疑似ローム粒5％、As－C5％含む。
2　層　にぶい赤褐色粗砂層

　　As－C30％、焼土粒5％含む。

④

醸

1田A H－23号住居趾
陶 A7

一
”

旨
斜

ゆ
ヨ

め

④

1ロ

陶

耕作土

　　AL＝124．5m

懸 障

陶
■

材

冨
斜

ゆ
唐

ム

　　　　　1　　2　　　　　　　　S　A〆
　　　　　　　　　　　　　　彪

1H－25号住居㌦④牒輪＿5賑河原石（φ，＿

l　H－24　　　　　　　　　　　　　1　　　20％を含む。
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　l2　層　暗褐色細砂層
　　　　　　　　　　l　　　I｛r－FP5％、AS－C10％、焼土をわずかに含む。

　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　lH－26
　　　　　　　　　　1

亘

陶　L＿124．5m
　A　－　 2

陶
△

彪

H－25号住居玩
1　層　黒褐色粗砂層

　　Hr－FP5％、As－C5％含む。
2　層　黄褐色粗砂層　川砂中心。

0 1＝60 2m

Fig．19　H－20・21・23・25号住居吐
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愚

i切

い
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旨
ω

ゆ
目

亘 H－22号住居吐

／の

4④

陶
　A　L＝123．6m・

2

／即

形
0

A

諺
　　1＝60 2m

H－22号住居虻竈

憩

［
II

冨1田
峠曾
ロでの

晒A
Iコ

1田 』④

灘1
醸

H－22号住居趾
1　層　褐色細砂層　粘性あり、締まりあり。

　　Hr－FP、As－Cともにわずかに、砂

　　層ブロック10％含む。
2　層　褐色微砂層　粘性あり、締まりあり。

　　As－C5％、砂層粒（φ2～10mm）5％含む。

口

く

樽

A

1叩

陶

H－22号住所趾竃

1　層　暗褐色粗砂層　粘性弱、締まり弱。

　　As－C5％、φ3～5mmの焼土粒20％含む。
2　層　にぶい黄褐色細砂層　粘性あり、締まり弱。

　　白色粘土40％、φ3～5mmの焼土粒5％含む。
3　層　赤褐色細砂層　粘性弱、締まり弱。

　　φ5～20mmの焼土粒40％含む。

A　Lニ123．6m

z勿
0 　1：30　　　1m

三

Fig．20　H－22号住居趾
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H－24号住居趾
1田
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旨
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ゆ
日
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H－23

1田

④

の

愚・
　　陶

ム
A

H－24号住居趾
1　層　暗褐色細砂層

2　層　黄褐色粗砂層

　　川砂中心。

向
A　L＝124．5m　2

彪
互

0 1：60 2m

懸

Io

い
II

旨
斜

ゆ
ヨ

lq
醸

ゆ

　■
　ll

冨
ト
ゆ

奪ヨ
圃

dl田！

純

陶

！

ム

H－24号住居趾竈

H－24号住居堆竃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　L・＝124．6m

1　層　黒褐色粗砂層　粘性なし、締まり弱。

　　As－C10％、1｛r－FP、焼土をわずかに含む。
2　層　褐色粗砂層　粘性なし、締まり弱。

　　Hr－FP、As－Cをわずかに、焼土粒（φ5～1〔㎞m）

　　20％、粘土粒10％含む。
3　層　暗褐色粗砂層　粘性なし、締まり弱。　　　C

　　Hr－FP、As－Cをわずかに、焼土粒10％含む。L＝124．6m
4　層　暗赤褐色粗砂層　粘性弱、締まり弱。

　　焼土40％、粘土粒、灰をわずかに含む。

5　層　褐灰細砂層　粘性なし、締まりなし。

　　As－C10％、焼土粒30％、灰を主体とする。

6　層　極暗赤褐色粗砂層　粘性弱、締まり弱。

　　砂層5％含む。
7　層　暗褐色粗砂層　粘性弱、締まり弱。

　　焼土、粘土ともにわずかに含む。

ql 四

A

焼土ブロック

！

ム

皇

0 1：30

揚
1m

Fig．21　H－24号住居量
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愚 め

ゆ
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冨
ト
ぬ
日

ム

H－26号住居趾

　　　1の

順

1：60

④

迭

q

2m

A　L＝124．5m

1閃

H－26号住居趾
1　層　黒褐色粗砂層

2　層　黄褐色粗砂層　川砂中心。

A

膨

H－26号住居趾竈

灘
梓
鷲
口

く

樽

1田

■
ll

ビ

認A
●　　、
ゆ
巨

陶

ゆ

◎
陶．

A　L＝124．5m
　　　　焼土ブロック

H－26号住居玩竃

1　層　暗褐色粗砂層

　　Hr－FP5％、As－C15％、焼土をわずかに含む。

2層褐色粗砂層
　　Hr－FPをわずかに、As－C5％、焼土粒（φ5～
　　10mm）10％を含む。
3　層　黒褐色細砂層

　　灰50％、焼土、砂層ともにわずかに含む。
ざ

　　H－27号住居肚竃

　　1　層　暗赤褐色細砂層
　　　　焼土粒（φ10～30mm）20％、粘土粒10％

　　　　含む。
　　2　層　暗褐色細砂層

　　　　Hr－FPをわずかに、As－C5％含む。

1S13

0

△

2膨

1：30 1m

3　層　極暗赤褐色微砂層

　　灰10％、焼土粒（φ10～20mm）10％含む。

4　層　黒色細砂層

　　灰中心。焼土粒（φ10～20曲）10％含む。

5　層　灰褐色細砂層

　　焼土粒（φ5～30mm）20％、粘土粒（φ10

　　～30mm）20％含む。

H－27号住居玩P，

1　層・黒褐色粗砂層

　　Hr－FPをわずかに、As－C10％、焼土わずかに含

　　む。
2　層　暗褐色細砂層

　　砂層（φ5～10mm）10％、As－Cをわずかに含む。

H－27号住居杜P　I～P4

1　層　黒褐色細砂層

　　As－C10％、焼土粒（φ2～5mm）10％含む。

2　層　暗褐色微砂層、As－C5％含む。

3　層　褐色微砂層　砂層混じり（20％）。

Fig．22　H－26号住居杜
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H－27号住居」止
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一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粘土ブロック焼土ブロッタ

Fig．23　H－27号住居吐
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B－1号堀立柱建物」止
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A　L＝123．5m　　　　A’

旦◎
lQ

　総社砂層

　　ブロック

2　あ
％

勿・髪

0

B　L＝123．3m

1：60 2m

O－1号落ち込み吐

影
旦

1－1号井戸玩
1　層　暗褐色細砂層　粘性ややあり、締まりなし。

　　混入物はほとんどみられない。

2　層　川砂の層（φ1mm大）

遜

A〆

O－1号落ち込み玩
1　層　黒褐色粗砂層　粘性なし、締まりなし。

2　層　暗褐色粗砂層　粘性なし、締まり弱。

3　層　暗褐色細砂層　粘性弱、締まり弱。

△L＝123．9m 耕作土

3彪
A

0 1：20 4m

Fig．24　堀立柱建物杜他
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W－1号溝吐
t＞

㊨
1－1

C－1

陵

B

D－5

D－6

旦

W－1号溝趾

A
『　　　　2

2

勿

A’

旦 2

豆

2

1形

旦

C’

遭

D－7

W－3号溝趾

△

2 2

A’

○

⑨

W－3号溝吐

1＞

i憂

W－1号溝阯
1　層　にぶい褐色細砂層

2　層　明褐灰色細砂層

W－3号溝肚
1　層　にぶい褐色細砂層

2　層　明褐灰色細砂層

0 11120 4m 0 1：40 2m

Fig．25w－1・3号溝杜
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＼
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I
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†
／

／

／

△

D－1号土坑
1　層　暗褐色粗砂層

2　層　暗褐色細砂層

3　層　黒褐色粗砂層

D－2号土坑
1　層　暗褐色細砂層

2　層　黒褐色微砂層

D－3号土坑
1　層　褐色細砂層
2　層　暗褐色細砂層

3　層　赤褐色粗砂層

4　層　黒色細砂層
5　層　暗褐色細砂層

D－4号土坑
1　層　暗褐色微砂層

2　層　暗褐色微砂層

3　層　黒褐色細砂層

D－6号土坑
1　層　褐色細砂層

1
　　　2凝似ロームブロッタ

5a　　　　 4b
4　　4a
　　　　5
6a　6

9

7　　8

％　　　騰　　　総社砂層

D－7号土坑
1　層　明黄褐色細砂層

2　層　にぶい褐色粗砂層

2a層　にぶい褐色細砂層

3　層　浅黄色細砂層

4　層　黒褐色細砂層

4a層　褐色細砂層

4b層　にぶい黄褐色細砂層

5　層　灰黄褐色細砂層

10

5b

……i

5a層　灰黄褐色細砂層

5b層　にぶい黄褐色細砂

6　層　暗灰黄色細砂層

6a層　暗灰黄色細砂層

7　層　灰黄色細砂層

8　層　暗褐色細砂層
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調査依頼者

調査主体者

事務局

調査担当者

調査参加者

調査協力

おおやしきいせき
大屋敷遺跡1

4A60

群馬県前橋市総社町大字総社1，937番地ほか

平成4年8月3日～平成4年11月30日

1，165㎡

1，165㎡

土地区画整理事業

前橋市大屋敷地区土地区画整理組合　代表者

前橋市埋蔵文化財発掘調査団　　団長　有坂

事務局長

財政係員

庶務担当

狩野吉弘

石原義夫

大田一郎

高橋太一

湯浅たま江

群馬県教育委員会文化財保護課

前橋市大屋敷地区土地区画整理組合

飯島静男

井上測量株式会社
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　　　　　　　　　　　　　淳

町田　重雄　　事務局次長　高橋　正男　　管理係員　園部　守央

高橋　賢靖　　井上　敏夫

須田みずほ　　小渕　恵子

　大山知久

　石田　洋子　　岩木　賢一　　岩木　　操　　大山トシエ

　岸　フクエ　　近藤　俊男　　桜井　れい　　住谷　文彦

　渡木　秋子　　富沢　清八　　中野　和人　　松本　　映

　湯浅　政夫　　湯浅　道子　　湯浅　有紀

　　　　　　　　異曼群馬県埋蔵文化財調査事業団

　　　　　　　　　前橋市都市計画課

　加部　二生　　木津　博明　　下城　　正　　早田　　勉

　　　有限会社古環境研究所　　たつみ写真スタジオ　　宮下工業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（五十音順　敬称略）

大屋敷遺跡　1
平成5年3月20日　印　刷

平成5年3月25日　発　行

　　　　　編集発行

印　　刷

前橋市埋蔵文化財発掘調査団

前橋市上泉町664－4
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株式会社　開文社印刷所


	目次
	序
	Ⅰ　調査に至る経緯
	Ⅱ　遺跡の位置と環境
	1　遺跡の立地
	2　歴史的環境

	Ⅲ　調査の経過
	1　調査方針
	2　調査経過

	Ⅳ　層序
	Ⅴ　遺構と遺物
	1　住居址
	2　堀建柱建物址
	3　溝址
	4　井戸址
	5　落込み
	6　石敷遺構
	7　土坑
	8　グリッド出土の遺物

	Ⅵ　まとめ
	付編　大屋敷遺跡の地質調査報告（有限会社　古環境研究所
	図版
	ロ絵
	1．榛名山と大屋敷遺跡
	2．大屋敷遺跡全景
	3．大屋敷遺跡出土土器
	4．H－12号住居址出土土器

	PL
	1．A・C区全景
	2．B区全景、深堀り
	3．住居址（H－2,4,6,8,10）
	4．住居址（H－11,12）
	5．住居址（H－14,16,17,18,22,27）
	6．住居址（H－23,24,25,26） 
	7．遺構（溝、土坑、他）
	8．縄文土器
	9．古墳～弥生時代の遺物
	10．古墳時代および奈良・平安時代の遺物
	11．古墳～平安時代の遺物
	12．古墳～平安時代の遺物
	13．古墳～平安時代の遺物
	14．石器・石製品
	15．石器・石製品
	16．瓦類


	挿図
	Fig．1　大屋敷遺跡の位置
	Fig．2　位置図と周辺遺跡図
	Fig．3　周辺図
	Fig．4　グリット設定図
	Fig．5　調査経過図
	Fig．6　標準土層図
	Fig．7　 「三ッ寺型高杯」の比較
	Fig．8　遺跡・遺構全体図
	Fig．9　H－1～3号住居址
	Fig．10　H－4～6号住居址
	Fig．11　H－7・8号住居址
	Fig．12　H－9・10号住居址
	Fig．13　H－11号住居址
	Fig．14　H－12号住居址
	Fig．15　H－12～14号住居址
	Fig．16　H－15・16号住居址
	Fig．17　H－17・19号住居址
	Fig．18　H－18号住居址
	Fig．19　H－20・21・23・25号住居址
	Fig．20　H－22号住居址
	Fig．21　H－24号住居址
	Fig．22　H－26号住居址
	Fig．23　H－27号住居址
	Fig．24　掘立柱建物址他
	Fig．25　Ｗ－1・3号溝址
	Fig．26　D－1～7号土坑
	Fig．27　古墳～平安時代の土器（1）
	Fig．28　古墳～平安時代の土器（2）
	Fig．29　古墳～平安時代の土器（3）
	Fig．30　古墳～平安時代の土器（4）
	Fig．31　古墳～平安時代の土器（5）
	Fig．32　古墳～平安時代の土器（6）
	Fig．33　古墳～平安時代の土器（7）
	Fig．34　古墳～平安時代の土器（8）
	Fig．35　古墳～平安時代の土器（9）
	Fig．36　古墳～平安時代の土器（10）
	Fig．37　瓦類（1）
	Fig．38　瓦類（2）
	Fig．39　縄文土器（1）
	Fig．40　縄文土器（2）
	Fig．41　石器・石製品（1）
	Fig．42　石器・石製品（2）

	表
	Tab．1　包含層出土の縄文土器一覧
	Tab．2　縄文時代石器石材一覧
	Tab．3　古墳～平安時代土器観察表
	Tab．4　瓦観類察表
	Tab．5　縄文土器観察表
	Tab．6　石器・石製品観察表




